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午前９時３０分開会 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。本日はご苦労さまです。 

 ただいまから、平成２９年和束町議会第３回定例会を再開いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、９番、小西 啓議員、１番、

岡田泰正議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、諸般の報告を行います。 

 議長から報告します。 

 監査委員より、平成２９年度第５回の出納検査の結果の報告がありましたので、結

果報告の閲覧を希望の議員は、事務局にてごらんください。 

 また、会議規則第１２７条の規定により実施いたしました議員派遣については、お

手元に配付しております一覧表のとおりでございますので、ごらんください。  

 以上で、報告を終わります。 

 日程第３、認定第１号から認定第７号まで、平成２８年度和束町一般会計歳入歳出

決算認定について及び平成２８年度和束町各特別会計歳入歳出決算認定について、以

上７件を一括議題といたします。 

 本件に関し、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長、岡田泰正議員。 

○決算特別委員長（岡田泰正君） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから決算特別委員会報告を行います。 

 認定第１号から認定第７号まで、平成２８年度和束町一般会計歳入歳出決算及び平
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成２８年度和束町特別会計歳入歳出決算については、９月１４日開会の第３回定例会

本会議において提案され、これを受けて議会は議員全員による決算特別委員会を設置

し、これに付託の上、９月１９日及び２０日の２日間にわたり審査を行いました。  

 審査に当たっては、畑監査委員から決算審査意見書の報告を、副町長からは主な施

策の成果を説明された後、各所管課長に決算書及び事項別明細書の説明を求めました。 

 平成２８年度の一般会計ほか６特別会計の決算額は、歳入５９億５,３０１万円、

歳出５７億７,２８７万円、歳入歳出差引額は１億８,０１４万円となり、翌年度へ繰

り越すべき財源１６万円を控除した実質収入額は１億７,９９８万円の黒字となりま

した。 

 昨年は、防災拠点である庁舎の耐震補強工事やエレベータ設置などの改修工事、防

災時の避難場所である人権ふれあいセンターの耐震補強及び改修工事、和束山の家の

リニューアルや観光案内・情報の拠点として観光案内所を建設、安全で快適な暮らし

を実感できるよう門前橋整備工事や町営住宅建替工事も実施されました。 

 また、地域外の人材を誘致し、定住を図るとともに、地域の活性化を促進するため

に地域おこし協力隊３名を採用し、湯船森林公園の活性化、観光案内、茶業振興に取

り組まれました。 

 地方創生交付金事業の取り組みとしては、お茶の京都ＤＭＯ地域活性化推進事業と

して、豊かな自然環境、農村環境を生かした滞在型農業体験の受け入れに向けて、農

家民泊開設への支援やおもてなし観光整備事業、和束茶ペル支援事業、和束のブラン

ドを高めるため、茶産業に次ぐ新たな農産物、ハーブやケール等の試作や販路開拓・

販売、そして、茶源郷和束スポーツ聖地づくり事業としてマウンテンバイクパーク整

備計画の策定、水利確保用給水車の購入、森林散策ルート整備への補助など、総額８ ,

６２０万円と盛りだくさんの事業を積極的に取り組まれました。 

 財政状況においては、実質公債費比率が２４年度として比較して６.２ポイント低

くなり、安定した状態ではありますが、財政力指数は０.２０６と昨年度より若干好
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転したものの、依然、財政の硬直化が見られます。 

 人口減少と少子高齢化の進行は和束町の財政状況に大きな影響を与え、今後ますま

す経費節減・財源確保等、限られた財源の中で創意工夫施策が求められています。  

 各委員からは、診療所の施設の老朽化が進んでいるが、福祉センターを含めた総合

医療福祉施設、保健センターの具体的な検討はされたか。基金の運用状況として現在

利用されていない高額医療費つなぎ資金貸付基金等、今後どのように取り扱うのか。 

 そのほか町債現在高の状況について、障害者自立支援者補助内容の状況は、人権ふ

れあいセンター事業の中での雇用・就労等で適正な人員配置がなされているのか、保

育料や水道・下水道・住宅使用料等における収入未済額の内訳や対策・今後の取り組

み、不納欠損処理の内訳について厳しく質問され、適切な判断・対応をしてほしいと

要望されました。 

 また、災害時の避難所の対応や対策用備蓄用品等購入の内訳、簡易水道事業におけ

る経営戦略策定の経過について、みどりの公共事業補助金について、天空カフェの利

用状況と周辺整備について、原山地区でモデル事業として実施されている電気・生ご

み処理施設設置事業の成果は、下水道の接続状況は、平成２８年度より実施された茶

源郷まごころサポート事業補助金の成果は、定住を進めていく上での空き家の利活用

について等々、多くの質疑が交わされました。 

 詳細については、後日、概要にてご承知願います。 

 質疑の後、討論を行い、岡本委員から、一般会計、国民健康保険特別会計、下水道

事業特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の五つの会計の決算認定

に反対する意見が述べられました。 

 竹内委員からは一般会計に、村山委員は国民健康保険特別会計に、吉田委員は下水

道事業特別会計に、井上委員は介護保険特別会計に、藤井委員は後期高齢者医療特別

会計にそれぞれ賛成の意見が述べられました。 

 採決の結果は次のとおりでした。 
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 認定第１号 平成２８年度和束町一般会計歳入歳出決算認定は、賛成者多数で可決。 

 認定第２号 平成２８年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定は、賛成者

全員で可決。 

 認定第３号 平成２８年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定は、賛成

者多数で可決。 

 認定第４号 平成２８年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定は、賛成

者全員で可決。 

 認定第５号 平成２８年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定は、賛成者

多数で可決。 

 認定第６号 平成２８年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定は、賛成者多

数で可決。 

 認定第７号 平成２８年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定は、賛

成者多数で可決。 

 以上のとおり、平成２８年度和束町一般会計歳入歳出決算及び平成２８年度和束町

各特別会計歳入歳出決算は原案のとおり認定することに可決し、９月２５日決算特別

委員会審査報告書を作成し、議長に提出をいたしました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 本件に関しましては、ただいま報告がありましたように、議員全員による決算特別

委員会で審査され、質疑・討論も活発に行われましたので、質疑・討論を省略し、こ

れより採決いたします。 

 本件に対する委員長の報告は認定すべきとするものです。 

 よって、本決算認定の７件は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立

願います。 

 起立多数です。 
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 したがって、認定第１号から認定第７号まで、平成２８年度和束町一般会計歳入歳

出決算認定について及び平成２８年度和束町各特別会計歳入歳出決算認定について、

以上７件は、委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 日程第４、議案第３０号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号）、議案

第３１号 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第３

２号 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第３３号 

平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、議案第３４号 平成２

９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２号）、以上５件を一括議題といたしま

す。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第３０号から議案第３４号の提案理由を申し上げます。 

 議案第３０号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号）は、過疎地域等自

立活性化推進事業、野生鳥獣被害対策事業、マウンテンバイクコース

測量設計委託事業、町道維持修繕事業、河川竣諜事業等において 

 議案第３１号 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

事業勘定おける電算システム改修委託料において、直営診療施設勘定

定における診察室等の維持修繕並びに医療用備晶の購入等において 

 議案第３２号 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

統合簡易水道整備事業並びに町道山口線拡幅改良工事に伴う水道管布

設替工事等において 

 議案第３３号 平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、下

水処理施設の維持修繕費等において 

 議案第３４号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、保険



― 10 ― 

事業勘定における居宅介護サービス給付費並びに高額介護サービス費

等において 

それぞれ予算補正を必要といたしますので、提案させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 おはようございます。 

 それでは、議案第３０号のご説明を申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いします。 

 議案第３０号 

平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号） 

 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,１２５万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億９９４万８,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の追加及び変更は、「第２表地方債補正」による。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次のページから、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 
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 １０款地方交付税、１５億２,３０２万５,０００円、５,４８０万円、１５億７,７

８２万５,０００円。 

 １４款国庫支出金、２億５,３１９万４,０００円、１,５６０万１,０００円、２億

６,８７９万５,０００円。 

 １５款府支出金、１億８,５００万５,０００円、４万２,０００円、１億８,５０４

万７,０００円。 

 １７款寄付金、１５万１,０００円、１０万７,０００円、２５万８,０００円。 

 ２０款諸収入、３,６５３万５,０００円、５０万円、３,７０３万５,０００円。 

 ２１款町債、３億８,２００万円、２０万円、３億８,２２０万円。 

 歳入合計。 

 ３１億３,８６９万８,０００円、７,１２５万円、３２億９９４万８,０００円。 

 次のページが歳出でございます。 

 ２款総務費、５億８,０９２万７,０００円、１,１３８万７,０００円、５億９,２

３１万４,０００円。 

 ３款民生費、７億２９万３,０００円、３８２万７,０００円、７億４１２万円。 

 ４款衛生費、４億４,２０３万４,０００円、７２７万５,０００円、４億４,９３０

万９,０００円。 

 ５款農林業費、１億２,３８９万５,０００円、１,５８３万１,０００円、１億３,

９７２万６,０００円。 

 ６款商工費、６,５７５万円、１,０８６万８,０００円、７,６６１万８,０００円。 

 ７款土木費、２億８,５８５万２,０００円、１,９６１万８,０００円、３億５４７

万円。 

 ８款消防費、２億６０９万３,０００円、８２万９,０００円、２億６９２万２,０

００円。 

 ９款教育費、２億７,２６９万６,０００円、１６１万５,０００円、２億７,４３１
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万１,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 次のページが第２表 地方債補正でございます。 

 まず、１の追加でございます。 

 起債の目的は、湯船森林公園整備事業（辺地対策）でございます。限度額は５００

万円、起債の方法は借入又は証券発行、利率は年５.０％以内（ただし、利率見直し

方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを

行った後においては、当該見直し後の利率）。償還の方法は、政府資金については、

その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただ

し、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利

に借換えすることができるでございます。 

 続きまして、２の変更でございます。 

 起債の目的が臨時財政対策債でございます。補正前の限度額が８,７００万円でご

ざいます。起債の方法、利率、償還の方法は、前述の追加と同様でございます。補正

後の限度額が８,２２０万円でございます。起債の方法、利率、償還の方法は、補正

前と同じでございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.３０、予算に関する説明書によりご説明を申し上げます。 

 総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願い申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税で５,４８０万円でございま

す。 

 これは、普通交付税でございます。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、７目農林業費国庫補助金で５００万円の補正

でございます。 

 これにつきましては、２節林業費国庫補助金でございまして、マウンテンバイクコ
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ース測量等に係ります地方創生推進交付金でございます。 

 同款、同項、８目商工費国庫補助金で１,０００万円でございます。 

 これにつきましては、１節商工費補助金で、過疎地域等自立活性化推進交付金でご

ざいます。 

 それと、２１款町債、１項町債、３目農林業債で５００万円の補正でございます。 

 これにつきましては、２節林業債でございまして、湯船森林公園整備に係る辺地対

策事業債でございます。 

 同款、同項、８目臨時財政対策債でございますけれども、４８０万円の減額でござ

います。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で８０６万円の補正でございます。 

 主なものにつきましては、職員の人件費と１３節委託料で２０７万１,０００円。

そのうち、町の例規集編さん業務の委託料で２４６万円を計上しております。  

 続きまして、同款、同項、４目活性化対策費で２２２万４,０００円の補正でござ

います。 

 主なものが、１７節公有財産購入費ということで２０４万円でございます。これに

つきましては、和束運動公園駐車場用地の土地購入費でございます。 

 おめくりいただきまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で１

３４万６,０００円の補正でございます。 

 主なものは、職員の人件費と２０節扶助費ということで８０万５,０００円。 

 身体障害者の補装具の給付に係る費用でございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費で３３１万２,０００円の補正でございます。 

 これにつきましては、２８節繰出金ということで、介護保険事業勘定への繰出金で

ございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費で６４４万１,０００円の補正でご
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ざいます。 

 ２８節繰出金でございまして、下水道事業特別会計への繰出金で４００万円、簡易

水道事業特別会計への繰出金で２４４万１,０００円となっております。 

 次のページでございます。 

 ５款農林業費、２項林業費、２目林業振興費で１,５２３万７,０００円の補正でご

ざいます。 

 内訳といたしまして、７節賃金で１０１万４,０００円。これにつきましては、鳥

獣被害対策に係る臨時職員の賃金でございます。 

 それと、１３節委託料で１,０１３万５,０００円、そのうち、湯船マウンテンバイ

クコース測量設計業務委託料で１,０００万円を計上させていただいております。 

 １９節負担金補助及び交付金で４０８万８,０００円。これにつきましては、有害

鳥獣関係事業補助金ということで、複合柵、電気柵等への補助でございます。  

 ６款商工費、１項商工費、２目観光費で１,０８６万８,０００円の補正でございま

す。 

 そのうち主なものが、１３節委託料で４３６万８,０００円。その中で春を呼ぶ茶

源郷からの灯り事業委託料で１００万円、茶源郷グルメカタログ作成業務委託料で１

００万円。次のページでございます。お茶の京都茶畑周遊観光委託料で８０万円を計

上させていただいております。 

 それと、１８節備品購入費で３００万円。これにつきましては、ゴルフカート車両

１台分の金額でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で１７５万円でございます。そのうち茶源郷特産品の

開発補助金で１５０万円を計上させていただいております。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、２目道路維持費で１,０００万円の補正でござ

います。 

 内訳といたしまして、１３節委託料で２５０万円。そのうち測量設計業務委託料が



― 15 ― 

２００万円、補償調査の委託料で５０万円でございます。 

 １５節工事請負契約で７５０万円を計上しております。 

 同款、同項、３目道路新設改良費で１５０万円でございます。 

 これにつきましては、２２節補償補填及び賠償金でございまして、道路工事に伴う

補償金となっております。 

 ７款土木費、３項河川費、１目河川総務費で８００万円の補正でございます。 

 内訳といたしまして、１３節委託料で３００万円。測量設計業務委託料でございま

す。工事請負費として５００万円を計上しております。 

 おめくりいただきまして、９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で１６

１万５,０００円の補正でございます。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで、それから東部広

域連合への負担金でございます。 

 主な補正内容につきましては以上でございます。 

 次ページ以降に給与費明細書を添付させていただいております。また、お目通しい

ただきたいと思います。 

 特別会計につきましては、各所管課長からご説明申し上げます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 それでは、私のほうから、議案第３１号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３１号 

平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ
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ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２万４,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億６２６万９,０００

円とし、直営診療施設勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６

０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２２０万円とする。  

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補

正」による。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表の歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 ３款国庫支出金、１億７,３３９万６,０００円、３２万４,０００円、１億７,３７

２万円。 

 歳出合計でございます。８億５９４万５,０００円、３２万４,０００円、８億６２

６万９,０００円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款総務費、３６３万３,０００円、３２万４,０００円、３９５万７,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.３１、予算に関する説明書によりましてご説明申し上げま

す。 

 １ページから４ページは総括ですので、説明は省略させていただきます。 
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 ５ページからお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、４目国民健康保険制度関係業務準備事業費補助

金、補正額が３２万４,０００円でございます。 

 内容といたしましては、国民健康保険制度関係業務準備事業費の補助金でございま

す。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額は３２万４,０００円。 

 内容といたしましては、１３節委託料で電算システム改修委託料でございます。 

 以上、国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の事業勘定につきまして説明をさ

せていただきました。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 私のほうからは、平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、

直営診療施設勘定につきまして説明させていただきます。 

 なお、議案第３１号につきましては、さきに税住民課長が説明しましたので、省略

させていただきます。 

 それでは、議案書の３枚目でございます。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 １．歳入。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 
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 ５款繰越金、３０万円、２６０万円、２９０万円。 

 歳入合計、９,９６０万円、２６０万円、１億２２０万円でございます。 

 めくっていただきまして、２．歳出。 

 同様に説明させていただきます。 

 １款総務費、５,８９０万１,０００円、１３７万円、６,０２７万１,０００円。 

 ２款医業費、４,０４８万６,０００円、１２３万円、４,１７１万６,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書について説明させていただきます。 

 資料Ｎｏ.３１、直営診療施設勘定のほうで、総括は省略させていただきます。 

 ５ページ、６ページでございます。 

 歳入。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額が２６０万円。 

 １節前年度繰越金で純繰越金として２６０万円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費で補正額１３７万円。 

 そのうちの１１節需用費で修繕費としまして１２５万円。これにつきましては、診

療所の玄関・診察室等の壁・床等の修繕を予定しております。 

 ２款医業費、１項医業費、２目医療用消耗器材費でございます。補正額が１２３万

円。 

 １８節備品購入費として１２３万円。これは医療機器でございます。これにつきま

しては、故障に伴う全自動身長・体重計、また、高齢者の方に対応するための電動ベ

ッドの購入を予定しております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 
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○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、議案第３２号 平成２９年度和束町簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）並びに議案第３３号 平成２９年度和束町下水道事業特別会

計補正予算（第１号）についてのご説明をさせていただきます。 

 議案書、資料ナンバーつき２をお開きください。 

 議案第３２号 

平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,２８２万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億３,１３４万４,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入のほうから、款、補正前の額、補正額、計でございますさせていただき

ます。 

 ２款分担金及び負担金、補正前の額７１万２,０００円、１５０万円、２２１万２,

０００円。 

 ５款繰入金、４,３０３万９,０００円、２４４万１,０００円、４,５４８万円。 
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 ６款繰越金、１００万円、７７万９,０００円、１７７万９,０００円。 

 ８款町債、２億６,１８０万円、２,８１０万円、２億８,９９０万円。 

 歳入合計、４億９,８５２万４,０００円、３,２８２万円、５億３,１３４万４,０

００円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４,７６９万９,０００円、５,０００円、４,７７０万４,０００円。 

 ２款施設費、３億６,２５８万４,０００円、３,２８１万５,０００円、３億９,５

３９万９,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債の補正でございます。 

 １．変更。 

 起債の目的、水道施設整備事業。 

 補正前。 

 限度額：２億６,１８０万円、起債の方法：証書借入又は証券発行、利率：年５ .

０％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構

資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）償還の方

法：政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と

協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 補正後。 

 限度額につきましては２億８,９９０万円でございます。起債の方法、利率、償還

の方法につきましては、補正前と同様でございます。 

 資料Ｎｏ.３２をお開きください。 

 総括を省略いたしまして、５ページ、６ページをお開きください。 

 歳入でございます。 
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 ２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金でございます。補正額は１

５０万円。 

 主なものとしまして、工事費分分担金でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。２４４万１ ,

０００円でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金でございます。 

 ７７万９,０００円の繰越金でございます。 

 ８款町債、１項町債、１目施設費債でございます。 

 水道施設整備事業債として２,８１０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 主なものとしまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費でございます。 

 主なものとしまして、山口線拡幅工事に伴う水道管布設替工事及び統合簡易水道事

業整備詳細設計に伴う増額でございます。３,１３１万５,０００円でございます。 

 以上、簡易水道でございます。 

 続きまして、議案第３３号、議案書のほうをお願いいたします。 

 議案第３３号 

平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１,９６０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 
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                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ５款繰入金、補正前の額１億４,１３８万円、補正額４００万円、計１億４,５３８

万円でございます。 

 歳入合計、２億１,５６０万円、４００万円、２億１,９６０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、補正額１,９９２万５,０００円、補正額５,０００円、計１,９９３万

円。 

 ２款管理費、３,６２８万２,０００円、３９９万５,０００円、４,０２７万７,０

００円でございます。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 資料Ｎｏ.３３をお開きください。 

 こちらも総括を省略いたしまして、５ページをお願いします。 

 最初に、歳入でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金で補正額４００万円。 

 一般会計の繰入金でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 歳出につきまして、主なもののみ説明させていただきます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費でございます。 

 修繕費で３９９万５,０００円でございます。 

 以上、議案第３２号、第３３号の特別会計の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議のほうをお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 
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○福祉課長（岡田博之君） 

 続きまして、私のほうからは、議案第３４号 平成２９年度和束町介護保険特別会

計補正予算（第２号）を説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３４号 

平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,５０１

万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億６７１万

２,０００円とする。 

 ２ 保険事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次ページをお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 １款保険料、１億１,１５５万５,０００円、２０４万円、１億１,３５９万５,００

０円。 

 ３款国庫支出金、１億３,６３０万６,０００円、６３２万円、１億４,２６２万６,

０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億５,４１０万４,０００円、６９４万４,０００円、１億
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６,１０４万８,０００円。 

 ５款府支出金、８,６４５万１,０００円、３１０万円、８,９５５万１,０００円。 

 ７款繰入金、８,４０７万６,０００円、３３１万２,０００円、８,７３８万８,０

００円。 

 ９款繰越金、９２０万１,０００円、３２９万６,０００円、１,２４９万７,０００

円。 

 歳入合計、５億８,１７０万円、２,５０１万２,０００円、６億６７１万２,０００

円。 

 めくっていただきまして、続きまして歳出でございます。 

 歳出に続きましても、歳入と同様に説明申し上げます。 

 １款総務費、９３１万６,０００円、２１万２,０００円、９５２万８,０００円。 

 ２款保険給付費、５億３,３０９万９,０００円、２,４８０万円、５億５,７８９万

９,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.３４をお願いしたいと思います。 

 １ページから４ページまでにつきましては総括でございますので、省略させていた

だきまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正額２０４万円でご

ざいます。 

 これにつきましては、１節現年度分特別徴収保険料１９０万２,０００円、２節普

通徴収保険料１３万８,０００円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額４９６万円でご

ざいます。 

 これにつきましては、１節現年度分の介護給付費負担金の増額でございます。 
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 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額１３６万円でございま

す。 

 １節現年度分調整交付金の増額でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額６９４

万４,０００円でございます。 

 １節現年度分交付金の増額でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、補正額３１０万円でござい

ます。 

 １節現年度分で、これにつきましても、減年度の介護給付費負担金の増額でござい

ます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金で、補正額３１０万円で

ございます。 

 １節介護給付費繰入金で３１０万円。 

 ４目その他一般会計繰入金、これについては事務費等繰入金で２１万２,０００円

の増額でございます。 

 ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額３２９万６,０００円。 

 １節前年度分繰越金の増額でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額

２,０００万円でございます。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で２,０００万円。居宅介護サ

ービスに係ります給付費の増額でございます。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、補正額４８０万円で

ございます。 
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 これにつきましても、１９節負担金補助及び交付金で４８０万円ということでござ

います。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時４０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時２４分～午前１０時４０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、まず、総務課長に伺いたいんですけれども、この８月に、これは例年の

ことですけれども、役場のロビーにおきまして、いわゆる広島、長崎の被爆の実情を

伝えるというパネル展をしていただきました。その取り組みについて少し報告いただ

きたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 本町は平和都市宣言をしておるということで、毎年８月に広島、長崎の原爆実相展

という形でパネル展を住民ホールのほうでさせていただいておるというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 
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○６番（岡本正意君） 

 これは大変意味のある取り組みをしていただいているというふうに私も評価をして

おりますけれども、ただ、ことしにつきましては、いわゆるそういった取り組みをし

ているということについての周知については十分でなかったじゃないかと思っていま

す。 

 ホームページ上での周知であるとか、また防災無線等でのお知らせであるとか、い

ろいろ方法はあったと思うんですけども、私が見たところでは十分されていなかった

んじゃないかと思いますし、その辺はどのような状況だったのかお聞きしたいのと、

あと、ここずっと数年続けてやっていただいていることは、今後ともぜひ継続いただ

きたいとは思いますけども、今後ともぜひですね、どのように発展させていけるとい

うことで思っておられるのか、その辺、お考えを伺いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 原爆実相展、１カ月間実施させていただくということで例年行っておるというのは、

先ほど答弁させていただいたとおりでございます。 

 今、議員ご指摘のとおり、それに関する周知につきましては、確かに不十分な点が

あったということは認識しておるというところでございます。これにつきましては、

また周知方法につきましては、さまざまなチャネルを使って今後周知してまいりたい

と思っておるところでございます。 

 この原爆パネル展につきまして、今後、拡充という形も検討してまいらなければな

らないと思っておるところではございますけれども、なかなかパネルをふやすという

ことも難しいように感じておるというところでございますので、パネル展以外でもま

たさまざまな取り組みができないかということも検討してまいりたいと思っておると
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ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ぜひ、その辺は今後とも創意工夫していただいて、続けていただきたいというふう

に思います。 

 この点に関連しまして、最後に町長に１点だけお聞きしておきたいんですけれども、

ご存じのように、この８月というか夏につきましては、大変、世界的に画期的な条約

が国連において採択をされました。それは核兵器禁止条約ですけれども、これは非核

平和宣言のまちとしても大変歓迎すべき動きだというふうに私は思っておりますが、

それに関連して、そういったものを実現していく上で、今、世界的にいわゆる被爆者

国際署名というものが取り組まれております。これは今、日本でも多くの市長の方も

賛同され、署名をされているというふうに聞いておりますし、この東部３町村におき

ましても、他の２町村の方については既にされている。 

 また、町長と親交の深い京都府知事の山田知事につきましても既に署名をされてい

ると聞いておりますけども、先日の新聞報道では、町長は、今、検討していただいて

いるというふうに聞いておりますけども、ぜひ一日も早く賛同いただいて、署名もい

ただきたいというふうに思うんですけども、その辺のお考えだけお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今のご質問でございますが、ありましたように、基本的には私もこれに反対してい

るわけではありません。署名については慎重にということで紹介させていただきまし
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たように、主に主催者ですね、そういったところがはっきりしていかないと、書面で

送られてきて、そしてというのはなかなかいかないもんですから、一応、慎重に対応

させていただくということで、紹介していただいたとおりでありますので、内容等に

ついては何ら問題はないと。むしろそういうことは大事だというふうに認識いたして

おりますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一日も早く意思のほうをぜひ表明いただいて、署名のほうをしていただきたいとい

うふうに思いますし、その上で、宣言のまちにふさわしい取り組みを今後とも進めて

いただきたいと思います。 

 次に、一般会計補正予算の６ページにかかわることですけれども、いわゆる社会保

険税番号制度システムの整備費補助金として、これは歳入の分ですけれども、６０万

円計上されております。それに歳出の関係でいいますと、総務の関係で減額補正とい

うことで、一定財源の入れかえがあったかと思うんですけども、その辺の説明につい

てお願いいたしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回、補正で計上させていただきました社会保険税番号システム整備費の関係の歳

入歳出の分でございますが、まず、歳入でございます。 

 今回、６０万１,０００円を計上させていただいたというところでございます。 

 この内訳といたしましては、いわゆる健康管理システムのシステム改修分の補助と

いう形で２７万７,０００円の交付決定があったということと、あと、歳出と関連し
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ますけれども、日本年金機構との連携の環境を整えるという形の交付金で３２万４,

０００円の交付決定があったということで、合わせて６０万１,０００円、今回補正

させていただいたというところでございます。 

 歳出で挙げさせていただいております社会保険税番号システム改修委託料、△３８

万９,０００円ということとなっておるわけでございますけれども、当初、７１万３,

０００円を計上させていただいておったわけですけれども、その作業の委託料が確定

されたということで、先ほど申し上げました３２万４,０００円ということになりま

したので、その差額分を減額させていただいたというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでですね、いわゆるマイナンバーというふうに言われますけれども、この制度

がスタートいたしまして、ほぼ２年ほどたつということですけれども、これは税住民

課になるかもしれませんけども、総務課かもわかりませんけども、いわゆる番号の通

知がそのときにあったと思うんですけれども、それから数年たつ中ですが、現在まだ

通知そのものが届いていないというような方がおられるのかどうか。あるとすればど

の程度あるのか、そして、今、どのように扱っておられるのか、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 済みません、今、手元に資料がないんですけども、通知カードのいわゆる届かなか

った返戻数でございますが、今現在は３０件前後だったというふうに記憶しておりま
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す。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、また正しい数字についてはわかったら報告いただきたいと思うんですが、今も

３０件ほど返戻といいますか、届いていない方がおられるということですけども、そ

れ自身は役場のほうで保管していただいているということでよろしいですか。  

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 お答えいたします。 

 おっしゃるとおりでございます。役場の税住民課のほうで、かぎのかかるところに

保管しております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる大変鳴り物入りで国が、ある意味、急いでスタートさせた制度であったわ

けですけども、いまだに和束町のような小さな町においても３０件ほどの方にまだ通

知さえも届かないし、また、以前の説明では、それ自身も受け取りを拒否されている

方もおられるというように聞いておりますけれども、大変この制度の危うさというも

のをあらわしているというように思うんです。 

 そこで、これに関しまして、先ほど今回の補正の関係で、いわゆる年金機構との連

携云々という話がありましたけれども、今、いわゆる年金機構の関係でいいますと、

年金受給者の方に、この８月に公的年金等の受給者の扶養親族等申告書というものを

提出してほしいということが各受給者のほうに通知が行っているというふうに聞いて
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おります。その際に、ことしからマイナンバーの記載を求めるということで今回から

なっているというふうに聞いておるんですけども、いわゆるこれに対する問い合わせ

というものは全国的には大変多く寄せられているらしくて、これを記載しなかった場

合はどうなるのかというような問い合わせがあるようでありますけれども、町として

は、もし、こういった問い合わせがあった場合はどのように対応されていますでしょ

うか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 現実にマイナンバーを記載しない場合はどうなるのかというお問い合わせはござい

ません。マイナンバーを記載しないといけないけれども、自分のがわからない。通知

カードを家の中で紛失されておるのかどうかわかりませんが、わからないということ

のお問い合わせは２、３件ございました。 

 今のところございませんが、相談があった場合は記載していただくように、窓口で

助言という予定でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もし、町の窓口でそういったご相談があった場合は、記載してもらうように助言す

るというように言われましたけども、ご存じだとは思うんですけども、日本年金機構

がこの間、ホームページ上で、いわゆる扶養親族等ですね、この申請書について個人

番号を記載しないで提出した場合はどうなるのですかというＱ＆Ａを掲載しておりま

して、そこにお答えしますということで、「個人番号は、所得税法等の法令で定めら

れた扶養親族等申告書の記載事項であるため、記載をお願いしていますというふうに
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ありつつも、しかし、個人番号を記載していただけなかった場合でも、個人番号の記

載がないことのみをもって当該申告書を受理しないということはありません。この場

合であっても、提出された申告書の内容に従った源泉徴収計算を行います」というふ

うに既にホームページでこのように掲載されているんですね。年金機構は公式にこう

いう形で出している以上は、もし窓口でそういうご相談があった場合、もし、記載さ

れることに対して問題ない方は、それはその方の選択でありますけども、やはりこう

いったこともちゃんと情報としてお伝えすると。もし、記載しなくても何の不利益も

ありませんということをこの情報に基づいて窓口としてもちゃんと周知する必要があ

ると思うんですね。まず、担当課としては、そのことを事実として知っておられたか

どうか。 

 今後、やはりそういった対応を、もしあった場合はしていただくし、年金機構がホ

ームページ上でこのようにちゃんと周知もしているわけですから、町としてもこれに

リンクを張るなりしてですね、ちゃんと周知すると。記載するかどうかは本人の問題

かもしれませんけれども、やはりこういった選択肢といいますか、一方では、年金機

構のほうから情報も示されているわけですから、それもちゃんと町として十分周知す

るということをしていただきたいと思うんですけども、いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、不記載の場合、記載していただくということは原則として行いたいと思いま

す。 

 ただ、どうしても書きたくないという場合については、先ほどおっしゃいましたＱ

＆Ａが出ているということでございますので、受理しないということはないというこ

とでお伝えしたいと思います。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 原則して書いてくださいというんじゃなくて、要は、どちらを強調するということ

じゃないんですよ。書かなくても何の不利益もありませんということを初めからちゃ

んと両方定義するということです。初め、これは記載をしてくださいということで、

それでも何か言ってきはったら、渋々出すんじゃなくて、両方ともちゃんと、こうだ

けども、でも実はこういうこともちゃんと説明されていますということを同時に定義

するということが大事だと思うんです。そういうことでよろしいですか、今の話は。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 法律の定めでは記載するというのが前提であるかと思いますので、先ほど答弁申し

上げたとおりでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 年金機構でも公式にこういう提示があるわけですよね。そういういろんな問い合わ

せがある中で、マイナンバーを書かなくちゃいけないんですかということに対して、

そういうふうになっているけども、記載しなくても特に不利益はない。つまり書かな

くてもいいものでもありますと、受理しますということも並列的にちゃんと掲示する

ということがこの趣旨だと思うんですよ。 

 といいますのはね、年金機構との関係でいいますと、このマイナンバー制度のスタ

ートがふつうよりおくれたというのは、年金機構との関係だったんです。その情報漏
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えいというのが大問題になって、年金機構とはつながないというようなことからドタ

バタが始まってるわけですよね。ですから、年金機構とマイナンバーについての連携

というのは大変不安が大きいということもありますし、やはりこういった年金機構自

身が公式にこういうことをちゃんと周知をしているわけですから、窓口の対応もこれ

と同じようにしていただきたいし、ホームページでちゃんとリンクを張ってね、情報

を得たい人はこれでいけるように、町としても責任を持った広報をしていただきたい

と思うんですが、それもしていただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 広報については、現状、不十分というご指摘だと思います。広報につきましては、

もっと拡充するように対応したいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、予算に関する説明書の中から１２ページ、農林業費の中の湯船マウンテ

ンバイクコース、これの測量設計業務委託料ということで１,０００万円上げていた

だいております。これについては、近づいておりますワールドマスターズゲームズに

ついての整備というふうな形で、本格的にこれから進めていかなけりゃならない競技

の一つだと思っておりますけれども、それの最初の委託であろうと思うんですけども、

これについてどのような委託でされておるのか、金額明細についてお願いしたいと思

います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 
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○農村振興課長（東本繁和君） 

 岡田議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 昨年、マウンテンバイクパークの改修というんでしょうか、整備ということで地方

創生で一定の案が出てまいりました。その中で、スタートコースとして延長１００メ

ートルほどのコースを設定しなけりゃならないということがございます。山の中のコ

ースは別としましても、それは絶対条件ということでございますので、そのあたりの

測量と設計、また、もろもろ周辺のところの整備もございますので、そういったもの

を委託していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 これでですね、６ページの中に地方創生推進交付金の中でマウンテンバイクコース

測量等で５００万円という金額が収入に上がっているんですけども、これは今、質問

させていただきました１,０００万円の裏財源というような形で理解させていただい

てよろしいでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 これも地方創生交付金をいただいての事業でございます。これにつきましては、半

額、交付金がいただけるということでございまして、入りとして５００万円、出とし

まして１,０００万円ということでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 
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 これは始まったばかりなんですけども、これからコースとか、あるいはフィールド

関係、あるいはコースの観覧席とか、いろんな形でいろんなお金が多額にかかってこ

ようと思うんですけども、今後の整備状況、それと、この裏財源が２分の１では総額

的にちょっとしんどいかなと。和束町として、和束町の財政規模からいろんな形で、

観客席とかいろんな形をしていくのにはちょっとしんどいのかなと危惧はしているん

ですけれども、そのような府とか国とかの交付金の財源の見込みについてはどのよう

にお考えになっておるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 現在、今回の補正予算につきましては、地方創生の交付金の対象になるということ

で対処させていただきます。 

 また、今後、事業費につきましては、適正な財源がありましたら、それを活用しな

がら、今、おっしゃったような半分ではなくて、やはり大きい財源をいただけるよう

なものを探しまして、事業推進を進めていきたいというふうに考えます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今の答弁ですと、その事業については行き当たりばったり的に補助金の申請なりを

お願いしてですね、工事を進めていこうという場当たり的な感覚でご意見をお伺いし

たわけなんですけれども、やはりこういった大きな事業を進めていくのにはそれなり

のスケジュールといいますか、一つの設計図といいますかね、そういったものがやは

り我々議会のほうにも提示をいただきながら進めていっていただき、そして、それが

皆さんの協力の中で成功に導いていくという共同体制というのが必要だと思うんです
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けどね、今の答弁でいただくと、ちょっと心もとない感じがするんですけれども、そ

の辺の計画性についてどのようにお考えになっているのかお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 湯船につきましては、辺地ということで辺地債もございます。また、今、ありまし

たように、財源的に補助金、交付金という形でございます。適正な部分がないという

んではなくて、やはりいろいろな形の中で予算を確認しながら、有利なものを導入し

ながら事業展開を図っていきたいと。 

 地方創生の中でもマウンテンバイクのスポーツ推進という形で位置づけてございま

すので、そういったところをですね、まだ今後どういった形であるかもわかりません

し、そのあたりを利活用しながら推進したいというふうに思っております。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 この前の地方創生の中の説明の中ではコースで１億円、２億円、３億円の三つのコ

ースを提案していただきましたね。どれを選択するかということで、いろいろ事業経

費というものが変わってこようと思います。フィールドの中でそれだけかかりますん

で、そのほか周辺アクセス道路とか、いろんなことも今後必要になってこようと思い

ます。だから、そういうことを考えると、とてもその金額では収まらないだろうと思

います。 

 今、おっしゃっていただきましたような有利な資金、その場その場で調達をしてや

っていこうということは十分理解はできるんですけれども、やはりそれでは一般住民

に対して関心があるワールドマスターズに対して説明が、今の時点で行き届いた説明
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になるのかどうかというところに対してはちょっと疑問に思いますので、今後、調査

等でいろいろとご検討をいただいた中でお願いしたいと、このように考えますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、次に、９月２１日の日経の新聞に日系の新聞に地方発着ツアー紹介とい

うことで、日本旅行が専門サイトを開設したというふうに記事を見ました。ちょっと

紹介をさせていただきたいと思います。 

 日本旅行国内観光地が企画した現地発着ツアーを専門に紹介するウェブサイト

「TabiSaki」を開いた。地方の旅行業者や交通事業者、ＤＭＯなどが企画・実施する

ツアーを都道府県別に紹介する。特別な体験を楽しむ「コト消費」の人気を受け、ご

当地ならではの魅力的なツアーの集客を助ける。ガイドつきツアーを中心に日本語で

１００コース載せ、年内に２００以上にふやしていきたい」と、このような記事を見

たんですけれども、我が町内においても体験交流センターの中で、サテライトスタジ

オ等々でこういったことをやっていこうという一つの芽生えといいますか、企画をさ

れているようなんですけども、これについて当町ではどのようにお考えになっている

のか、その辺を聞かせていただきたいと。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 現在、体験交流センターを改修いたしまして、スマートワーク・イン・レジデンス

事業ということで、改修工事の設計業務のほうに取りかかっております。 

 また、同時に、運営事業者のほうを選考して決定した上で、運営事業者と使い勝手

のよいといいますか、相談しながら廃止等を決めていくということで、選考して運営

委託事業者のほうの選考のほうを進めていったところでございます。 

 それで、８月中をその運営事業者のプロポーザルの募集期間といたしまして、９月
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１５日に審査会を開きまして、先週決定したところでございます。その事業者のほう

が近畿日本ツーリストの京都支店ということになっております。 

 基本的には、提案内容といたしましては、近畿日本ツーリスト京都支店のサテライ

トオフィス、和束サテライトオフィスという形で設置をしまして、自分たちがそこに

進出する形で、同時に、その貸しスペースというのも運営していくというふうな事業

計画になっておりました。 

 今後、まだ案段階で、議会のほうとも相談しながら進めていかなければいけないと

思っているんですけども、日本旅行は大変大きな旅行会社でありますので、そういっ

た発着型の旅行ツアーの提案だとか、また、今後、今、岡田議員のほうから話もあり

ましたワールドマスターズに向けたマウンテンバイク関係のツアーの造成等いろいろ

と事業の発展性というもので期待ができるものだと思っておりますので、どういった

形になるか、連携になるかわかりませんけども、まずはサテライトオフィスの運営な

んですけども、いろいろと連携を模索して進めていきたいと思っております。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 ありがとうございました。 

 観光については以前から和束町のテーマとして今後考えていかなきゃならない一つ

なんですけれども、今までは旅行会社が提案したものを我々が受けて、そして旅行を

楽しむ。いろいろあちらこちらへ行くと。 

 逆に、私たちが提案したものを今度は旅行会社がそれを付託されて企画なりをされ

て提案していただくと、これは非常に逆の発想で、地方がこれやと思うところ、宝物

はこれだというものを発信していくのには非常に、生きた施策であろうと思います。 

 日本旅行さんもそのようなことはやっていこうということなんですけども、和束に
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おいては近ツリさんを中心にして、観光関係のものを全部そちらのほうに任せてしま

うのかというふうな形で考えておられるのか、その辺についてお考えだけお伺いした

いと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 まだ、委託事業者が決定したばかりで、今後の調整等もまだ何も決まってない状況

ですので、確かなことは言えませんけども、やはり大きな企業で大変たくさんの販売

網を持っておりますので、そういう外との設定ということでは、すごい可能性が開け

たなと思っております。ですので、どういったことがお願いできるのか、またやって

いただけるのかということも相談しながら進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 このことについては非常に期待しておりますので、どうぞよろしくご検討いただき

ます。また、強力に進めていただきますようにお願いしまして、終わります。  

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、９ページですね、じん芥処理費の関係で関連してお聞きしたいんですけ

ども、先日、決算のときには、いわゆる今後のクリーンセンターのどうこうという話

をさせてもらったんですけども、今後どのような運営形態になったとしてもですね、

やはりごみの処理というものをどのように進めていくか。とりわけ、いわゆる減量化
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であるとか、リユース・リサイクルというものをどのように進めていくかということ

はやはり大変大事な課題だというふうに思います。 

 以前、提言のほうがあったときにも、いわゆるクリーンセンターの稼働をどうする

かという問題だけじゃなくて、そういったごみ行政全般についてのご提案というか、

ご提言もあったというふうに思うんですけども、その点で、いわゆるそのとこにも書

いてあったんですけども、粗大ごみの今後のリサイクルやリユースというものが大変

大事だと。和束町としては大変多い状況があるということで、それを何とか減らして

いくということで、今後の取り組みも大変大事だという指摘もあったと思うんですけ

ども、以前から粗大ごみのいわゆるリサイクル・リユースというものをどうするのか

ということは一定の課題であったんですけども、現在、その辺はどのように議論・検

討されているでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 現在、相楽東部のほうに事務事業につきましては委託させていただいております。

確かに、おっしゃったように、やはりリサイクル・リユースがきくものにつきまして

は、当然、大切な資源でございますので、利活用するというところだと思いますが、

粗大ごみにつきましては、現在のところ、そういった形でリユース・リサイクルとい

う形の中での対応をさせていただいていないというところでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 以前、課長をされていた方の以前の答弁ではですね、とりあえず自転車等のリユー

スというのを進めていきたいということで、東部とも協議しながらやりたいという話
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があったんですけども、その辺が今どうなっているのかということと、それから、以

前、一般質問等でも取り上げたことがあるんですけども、粗大ごみのリユースといっ

た場合には、いわゆるタンスとか、いろんな家具類等のいわゆる使えるような状態で

捨てられるものを誰かに使ってもらえるような仕組みをつくっていくかということで、

実際にこの周辺でいいますと、京都ラブェストが以前から取り組まれたりとか、また

木津川市さんでもリサイクルセンターのほうとかで一定のリユースを進めておられる

という話があったわけですけども、今後、和束町としてもそういった減量化を進めて

いく上でも、そういう粗大ごみをそういうふうにしていくという方向性を具体的に考

えるときだというふうに思うんですね。その辺、今後どのようにされるのか、いかが

でしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていきます。 

 議員がおっしゃるとおり、やはり使えるものは使うということは大変有意義なこと

だと思います。また、前の課長のほうがそういったお答えをさせていただいておる、

本質的にはそのとおりでございます。中身を検討いたしながら、リサイクル、またリ

ユースできるようなもの、自転車とかでしたらまだまだ乗れるというようなものがご

ざいましたら、そういった形で取り組めるような形で考えていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 これもかなり議論といいますか、話が数年たっておりますので、今後、クリーンセ

ンターのあり方というのが問われている中で、ぜひその辺についても具体的な協議内



― 44 ― 

容をしていただきたいというふうに要望しておきたいと思います。 

 次に、１３ページですね、道路維持費の関係で、今回、設計等工事請負費も含めて

１,０００万円上がっていると思うんですけども、この辺の具体的な内容について説

明いただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の岡本議員の質問でございますけども、町道舟尾八王寺線を考えております。１

件補償物件がございますので、補償も含めて移転をする、建てかえをするということ

で準備をしております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 こういった町道の維持・改修等を進めていただくことは大変大事なわけですけども、

その関連でいいますと、やはりこの間もずっと質問等もしておりましたが、やはり生

活道路ですので、いわゆる通学路としての安全をどう強めていくかということでこの

間いろいろ努力をいただいているというふうに思うんですけども、以前、これは相楽

東部広域連合の教育委員会のホームページに載っているんですけども、平成２７年度

に相楽東部広域連合通学路安全推進会議というものがつくられまして、いわゆる系統

的に関係者が協議をして、通学路の安全対策を図っていくということが決められまし

た。 

 あと、そのときに一定改善すべき箇所として対策一覧表等も明らかにされながら、

順次、対策を打っていくということがその場で決められたわけですけども、その後、

こういった会議というのは系統的に開かれているのかどうか、また、こういうことに

基づいた改善というのはどのように進められているのかその辺いかがですか。  
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○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の岡本議員のご質問ですけども、継続的に会議は年１回と開催されています。 

 あわせまして、小中学校のＰＴＡ役員さん方々が、年間を通して通学路等を中心に

回られておられまして、その状況については、随時、建設事業課のほうに報告が上が

ったり、要望で上がったりしております。できる範囲で対応はしていきたいと思って

おりまして、今回をするところも道路が狭窄で、子供たちが歩くのには危険な部分が

あったりというところの拡幅なり、通行の障害物があればそれを除去していくという

ような作業になっていっているのが現状でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる府道とか、そういったところにかかわる部分も多いですし、なかなかすぐ

に改善されない部分もあるとは思うんですけども、ぜひ、会議そのものを形式的にな

らずに、ぜひ具体的な改善をしていける場としてですね、町としても役割を果たして

いただきたいというように思うんですけども、私、この間、昨年、中学校のほうのＰ

ＴＡの関係もしていたこともあって、通学路の関係についてはそのときもかかわらせ

てもらったんですけども、見ていて特に危険だというふうに感じるとこでいいますと、

一つは長井の府道のとこですね、バス停に向かうまでのところが歩道がありませんか

ら、いわゆるガードレールで仕切っている分もあるんですけども、そのガードレール

さえもないというか、こういうＵ字でとりあえず区切っているというようなところも

あって、大変危険な状況があると思います。 

 また、杣田地内についても、いわゆる公民館から小学生等がバスをおりてそれぞれ

帰るわけですけども、そこについては、特に南方面については何らそういう対策が余
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りされてないという状況があります。 

 また、保育所から園村に向けていくような旧の府道ですね、中村から通っている、

そこについても結構あそこは多くの子供が通学しているわけですけども、そういった

いろんなペイントも含めての対策もほとんどされてないという状況もあります。 

 そういったことも含めて、これは京都府への要望も必要になってくるとは思うんで

すけども、町としても、できるところについてはぜひ早急に手がけていただきたいと

思うんですが、その辺いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問でございます。 

 一定、京都府に関しましては、府民公募型という事業がございまして、これを採用

していただく中で対応させていただいている部分がございます。今、言われました宇

治木屋線の杣田地内であったり、それから木津信楽の長井方面についても同様のこと

でございます。あと、交通安全対策の事業もございまして、こちらで対応していただ

いている部分もございます。 

 町道につきましては、今、おっしゃられたように、危険なところもあったりしてい

まして、今後何らかの対応をしていくということで、順次、交通量も見ながら、生徒

数を勘案しながら考えたいと思いますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ぜひですね、具体的な形で改善を図れるように進めていただきたいというふうに、

これも強く要望しておきたいというふうに思います。 
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 それで、次にですね、これは下水道の関係で一つ確認なんですけども、いわゆる昨

年の１２月の議会だったと思うんですけども、同和地区の水洗化補助金について予算

がそのとき上がっていて、それを私のほうからいろいろと指摘もさせていただく中で、

一定、予算案としては可決をされましたけども、ただ、制度としては今後見直しをし

ていきたいということで町長からもお話しいただいたと思うんですね。その後、ほぼ

１年ほどたちますけども、実際、その制度という要綱だったと思うんですけども、見

直ししているか、廃止も含めてされたんではないかと私は思っているんですけども、

その辺は実際はどうなんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問にお答えいたします。 

 昨年度、同対事業の関係の補正をさせていただいたときにご質問をいただいた件で

ございます。 

 先日、一般質問にもございましたように、それから決算のときに質問でもございま

したように、接続率が６５％という、まだ低いという認識をしております。これに向

けて一定の所得割なり、いろんなことを考えて補助金の拡充を検討したいというよう

な方向で動いております。ただ、何分、財政が厳しい中でございまして、今、一般財

源の繰り入れで動いている下水道の特別会計でございます。何らかの有利な補助金等

を探しながら、移住対策も含めた考え方で進めたいというように、今現在、うちの課

のほうでまとめております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 私が言っているのはね、いわゆる一般対策としてそういったことを検討いただいて
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いるのはいいことだと思います。いわゆる全ての地域の公共下水道の地域の中で接続

率が大変低いと。それに対して一定の経済的な対策というものも含めて検討いただく

ということはこれまでも要望してきましたし、ぜひ検討を早めて実現いただきたいと

は思いますけども、私が聞いているのは、いわゆる同和地区ということを限定した、

そういった水洗化補助ですね。いわゆる２４万円を支給するというものが、特別対策

が終了してもう十数年たっているのに、いまだに残っているじゃないかと。これはお

かしいんじゃないかということで昨年指摘をさせてもらったわけです。だから、同和

地区という概念そのものも、特別対策がなくなったものでは何の根拠もないと。もし

仮にそれをやろうと思えば、いわゆる同和地域の人ということで特定をしていかない

といけなくなると。 

 そういう意味でも、やはり逆に言えば弊害しか残らないという意味で、一般対策と

してのそれはやってもらいつつも、この要綱そのものはもう必要がないわけですから、

直ちに廃止していただいた上で、そういう一般対策は一般対策で検討いただきたいと

いうのが昨年の趣旨だったと思うんですね。ですから、いわゆるこの要綱そのものは

もう廃止していただく以外ないと思うんですね、必要ないんだから。これはまだ残っ

ているということですか。それはどうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の岡本議員のご質問ですけども、まだ現在そのまま要綱は置いております。ただ、

この要綱を拡充していきたいというような考え方をしておりますので、その辺はご理

解のほうをよろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 
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 それはおかしいと思うんですね。要は、同和地区というものの根拠がもうない中で

ね、その要綱そのものを残しておくという意味はないと思うんですよ。拡充と言われ

るけれども、別にそれをちゃんと一般対策でつくればいいだけの話であって、それを

後生大事に残しておく必要というのは一つもないと思うんですね。 

 町長は昨年この場で、それはちゃんと見直していくと言われましたよね。いわゆる

これを残しておくということは、和束町にまだ同和地区というものが残っているとい

うことを公にしているのと一緒じゃないですか。いわゆるそういう同和地区というと

こに住んでいると言われる人たちを対象にした制度ですというものが和束町でいまだ

に残っているというのは、これはやはり矛盾があるわけで、新しい制度は制度として

ちゃんと検討してもらいつつも、この要綱そのものは直ちに廃止していただくという

のが町長がおとりになる対策じゃないかと思うんですよね。 

 私は、実際、例規集のほうを確認しましたから残っているのは知っているんですよ。

実際、まだ残っているのかとびっくりしたぐらいですよ。ですから、町長ね、それを

ちゃんと担当課のほうに新しい制度は制度として検討は進めなさいと言いつつも、こ

の要綱そのものはもう既に何の必要性もないわけだから、それは直ちに廃止しなさい

というふうに指示をしていただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 これも今、岡本議員が言われましたように、いつか機会にそういうご質問をいただ

きまして、答弁させていただいたわけなんですが、今もありますように、要綱の趣旨

そのものは一定の成果をおさめてきている。その趣旨は行政の中にもまだ考えていく

大事な問題であるというように思っておりますが、しかし、今、課長も申しておりま

すように、質問にもありますように、そうした内容の趣旨をさらに生かす。それとあ
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わせて下水道の加入促進も図るということが大事だと。その精神を受けて施策をつく

ると。 

 そういう意味で、今、ご質問は、条例そのものを軸とか、いろんな趣旨とかは少し

見直さなきゃならんというのは真摯に受けとめさせていただくわけなんですが、その

趣旨そのものはやっぱり生かしていくと。そして、一般化というんですか、そういう

ものに生かしていくという努力はしていかなきゃならんということで、今、努めてお

り、課長が答弁している利用促進を図っていくという要で充実していこうというふう

に努めておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 さっきから言っていますように、いわゆる次の一般対策として云々というのは別の

話なんですよ。それはそれとして検討されたらいいですけども、今ある同和地区を対

象にした水洗化補助の制度自身の要綱というのは必要ないでしょう。趣旨というもの

は、言われるように、生かすということはあるにしても、要綱そのものは対象になる

地区も人もいないわけですから、もうなくす以外に選択肢はないでしょう。だから、

それを直ちに必要ないものは担当課に廃止するように指示いただくと、それだけの話

なんですけど、どうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今、答弁しているのをもう少し簡潔に申し上げますと、言われますように、いわゆ

る趣旨そのものを生かして軸とかいろいろあります、趣旨を生かせる制度としてさら

に発展、充実させていくという一つのこと。もう趣旨がないから全て廃止、こういう

２点に分かれると思うんです。 
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 先ほどから言いますように、今までやってきた趣旨というのはやっぱり生かすとい

う観点に立って、そして、なおかつ下水道の利用促進も図っていかなきゃならない。

これだけの投資をしながら、入っておられないとか、いろんな事情があると思います。

そういう人たちが入りやすい状態をつくっていくと。入りやすい制度も一方では大事

だと思っております。そういう趣旨で今やっていると。 

 いわゆる軸等でもう少し検討するところがあるものについては、早急に検討してい

くわけなんですが、今、言いましたように、趣旨を生かす制度として、また利用促進

を図る制度として、そしてやっていくと、こういうことでご理解いただきたいと。そ

ういう意味で指示をしているところであります。また、していきたいと。 

○議長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩をします。 

休憩（午前１１時３０分～午後１時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中の岡本議員の質問に対し、税住民課長より答弁の申し出がありましたので、

許可をいたします。 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 議長の許可をいただきましたので、午前中の岡本議員のご質問にお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

 ご質問は、マイナンバー通知カードの返戻数でございます。８月末現在でと取りま

とめましたので、８月末現在の数字ということでご了承いただきたいと思います。  

 返戻数の合計でございますが、税住民課で保管しておる数でございます。全部で３

５通でございます。そのうち宛てどころなしのものについては１１通、保管期間経過

が１７通、受け取り拒否が４通、その他として３通でございます。 
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 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を続けます。 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 それでは、私のほうから一、二点質問させていただきます。 

 朝から岡本議員のマイナンバーについてお尋ねがありましたけれども、この点につ

いて一つ私のほうからもお聞きしたいところがございます。 

 マイナンバー制度習得に当たって、前にもお尋ねしたことがあるんですけれども、

障害者、特に目に不自由のある方、障害のある方が申し込みされた場合、点字による

ものが町で用意されておるのか、この点についてまずお聞きしたいと思います。  

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 点字によります説明書等、用意はしております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 プライバシーに抵触しないような、本人ができるような点字による対応というもの

がされているかどうか、その点についてお聞きしたいんですけれども、口頭ではなく。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 
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 プライバシー対応ということで、点字を必要とされるような方がいらっしゃいまし

たら、窓口ではなくて、例えば横の相談室とか、そういったブースを利用して対応さ

せていただきたいと考えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 いわゆる何人の方が和束の中にはおられるか、まず、その点も少しお聞きしたいで

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 

 井上議員の質問に私のほうから答弁させていただきます。 

 視覚障害の方でございますが、和束町では１４名の方が手帳を交付されているとい

う状況でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 他の町村ではどのようにされているか私は知りませんけれども、いわゆるプライバ

シー、人には話したくないという方も中にはおられる可能性があると思います。やは

りそういう意味におきましては、点字においてそういうものが提出できる、実施でき

るという策をなされてないというのは、これはやっぱり障害者に対してきちってなさ

れてないことだと感じておりますが、その点についてお聞きしたいです。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 
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○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 点字による申請ということでの対応はどうかというご質問ということで理解してお

ります。 

 点字機等については、税住民課の自前では持っておりませんけれども、必要とされ

る場合については、その辺、入手させていただきまして、対応したいと考えておりま

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 今後、そういうものを用意しようとされる意思はありますでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 購入ということにつきましては、現在のところ予定はしておりません。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 何度も言うようですけども、障害者に対してのプライベートを無視するような、そ

ういうやり方を私は余り理解できないところがあるんです。ですから、たとえ障害者

が少数であっても、そういうものを確実にやっていけるような方法をとっていただき

たいと思います。 

 次に、８ページの活性化センターの裏に駐車場の用地として購入費が今回なされま

したけれども、今後いつごろ駐車場として開催される、その見通しについてお聞きし
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たいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 公有財産購入費の土地購入ですね。グリンティ横の駐車場の計画書なんですけども、

前回、予算で組ませていただいたんですが、そのときには土地所有者の方がご協力い

ただけないということであったんですが、今回、９月に入りましてから、協力すると

いうことでお申し出がありましたので、予算計上させていただいております。  

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 それでは、その土地全てが収用されたわけなんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 この議会が終わりまして予算確定いたしましたら、あと、そのご協力者の方の土地

を購入するというんですか、契約させていただいて、登記を進めたいと思っておりま

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 それは大体そういう地権者との話がついたということでは土地のほうは確保できる

というふうに考えますけれども、次に、それから後に、入り口の道は狭いので、駐車

場に入る車の大きさが限られているのでﾞ､大きさはどこまでを考えておられるのか。
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例えば、マイクロバスまでとかいうような形を、そういう点について少しお聞きした

いです。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 ６月の補正予算のときもお話しさせていただいたかと思うんですが、とりあえず乗

用車が入るという形で、大勘定川とお茶の体験工場なんですけど、その間のところに

擁壁を上げまして、ちょっと幅を広くして入るというような形で、バスは無理ですけ

どもクラウンクラスですか、少し大きい乗用車では入れるという幅まで確保したいと

考えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 もともとあそこは田んぼでありましたんで、やはりぬかるんでいるところもあると

思いますので、土地の改良とかそういう点もお考えなんでしょうかね。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 ６月の補正予算で２,４００万円でしたか、工事費を組ませていただいておりまし

て、その中でやらさせていただくということでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 
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 この前にもお尋ねはしているんですけども、あの駐車場の中に簡易でないもののト

イレというものの設置はここで考えておられるんですかね、その点についても少しお

聞きしたいです。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 将来的にはそういった形もあるかと思いますが、現時点ではとりあえずは駐車場と

いうことで整備を考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 たくさん車がとめられる駐車場はできたとしても、やはり観光バスとか、前の活性

化センターへの観光バスとか、たくさんの車が二、三百台近く来られた人たちに対す

るトイレがないというようなことは、すごく皆さん、不便に感じられると思うんです

よ。そういうことを同時に考えていくべきでは私はないかと思っておりますので、ま

た、その点についても、できるだけ早目に考えていただきたいとお願いいたしたいと

思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 そのお言葉はよく聞いておりますので、前向きに検討しておりますし、検討中でご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 
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○５番（井上武津男君） 

 そして、駐車場、やはりいろんな意味のこれからたくさん出てきますので、そのイ

ベントのためにもできるだけ早く駐車場の設置ができるようにお願いして、私の質問

を終わらせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほどの午前中の件についてはこれ以上言いませんけれども、私は今、難しいこと

は一つも言ってないと思うんですね。もう既に何の根拠もなくなった制度を早くなく

して、それに基づいて新しい制度をつくったらいいということですので、やはり一日

も早く町長が指示すれば済む話ですから、要綱については直ちに廃止されることを強

く求めておきたいと思いますし、それについてはまた推移を見ておきたいというふう

に思います。 

 それで、あと少しお聞きしたいのが、１４ページ、いわゆる観光費の中で、今回、

ゴルフカートの車両が３００万円の予算で計上されておりますけども、委員会でも一

定説明を受けたわけですけども、改めてですね、このゴルフカートの車両について何

台購入なのか、また、どのようなものなのか説明いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 ゴルフカートについてでございますけども、ゴルフカートのほうはヤマハ発動機の

ほうが開発いたしまして、日本に数台しかないんですけども、公道を走れるナンバー

プレートがついたものでございます。こちらのほうを一旦は実証実験という形で今回

１１月に走らす予定でおります。その後、今回のこの過疎対策交付金を活用して購入
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して、今後の和束町の茶畑周遊であったりですね、また、新しい観光の目玉として活

用していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 確認ですが、１台ですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 台数のほうは１台でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 なかなか台数が限られているということもあってだと思いますけども、１台３００

万円という点でいいますと高級車に匹敵するというんですかね、それぐらいのものを

購入してでも今後これを使いたいということだと思うんですけども、確認しておきた

いんですけども、そういったものを活用して観光等に何とか生かしていきたいという、

こういった発想というのは、どのような経過でもって発案されて、どのような中で議

論がされて、ここの交付金の対象としようということで提案されたのか、その辺、説

明いただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 



― 60 ― 

 はい、お答えいたします。 

 ゴルフカートについてでございますけども、和束町にそもそも来られる方の目的と

いうのはですね、やはり美しい茶畑景観を見に来られていると。ただ、初めて来られ

る方というのは、どこに有名な茶畑があるのかというのはわからない状況でして、私

も町外に住む者といたしまして、大変そこが課題であると考えておりました。  

 一方で、ゴルフカートという和束の道というのが非常に狭くて急な坂道が多くて、

私自身、ゴルフカートだったら走れるんじゃないかと思っていたときに、ちょうど府

のほうで、昨年度、木津川市のほうで、観光目的ではなく別の用途で足の不自由な高

齢者を運ぶ交通手段としてゴルフカートの実証実験は実施されたという話を伺いまし

て、ことしも伊根町のほうで実施されるということで、うちのほうにも回してもらえ

ないかということでお願いした結果、６月に一度導入されることになりました。  

 実際に導入して走らせてみたら、窓がないというかドアがない車両で走ると非常に

茶畑の景観が間近にあって、さらに２０キロという低速であることが結構魅力的じゃ

ないかということを思いまして、ちょうどこの過疎対策交付金の応募がありましたの

で、その中でそういった課題と今後の可能性を加味して提案させていただいた次第で

ございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そういったお話なんですけども、これはもう一度確認ですが、もしこれを本格的に

運用するということを想定したときにですね、例えば、これは通年の運行を考えてお

られるのか、いわゆる春、夏、秋、冬の季節でも使うということなのか、それとも期

間限定をされた中での運用を考えておられるのか、また、今、１台ということですか

ら、乗られる人数も限られておりますし、１日にどの程度の運行をする方向で想定と
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して考えておられるとか、その辺を観光に生かすと言われますけれども、いわゆるそ

れを走らせる地域であるとかいうことも含めてですね、一定の方向性というのはお持

ちだと思うんですけども、実際これを買うわけですから、何か試験をして買うんじゃ

なくて、もう買うと言っておられるわけですから、それで一定の見通しというものが

あって多分計上されているものだと思うんですね。 

 あと、委員会でも言ったかもしれませんけれども、基本的にこういった道路という

のは生活道路ですよね。ですから、時期によっては、農繁期とかについてはいろんな

意味で車両も多いですか、また、いろんな方が茶畑を自家用車で見に来られたりもす

るという意味では、いろんな意味で、安全面も含めて気をつけなくてはいけないこと

もあると思いますし、また、何よりも地域の方のこれを運行させる上での理解という

ものがなければ何らかの運行難しい問題もあると思うんですけども、その辺も含めて

説明いただけたらと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 今後の導入後の予定でありますが、まず、今、ヤマハのほうのゴルフカートを購入

する方向でまずは予算化させていただいておるんですけども、３００万円という金額

が非常に高額なものですから、ほかに物がないかということは今の段階でも検討して

いるところでございます。 

 安価なものというのはないことはないんですけども、実際にメンテナンスであった

り、企画に合う部品が壊れたときに企画に合う部品をどうするかとか、そういうこと

も含めて、総合的にヤマハにするのかどうかというのをまずは検討したいと思います。 

 今後の予定なんですけども、置く場所としては観光案内所を今、検討しております。

和束の観光の拠点というのができましたから、そこを人が集まってもらえる仕掛けと

して、観光案内所で運用するということで考えております。 
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 ただ、どの程度運行するかということは、今のバッテリーの性能としまして、マッ

クスで４０キロしか走れないことになっておりますので、ここの機能面でもその範囲

内でしか走れないということになっております。地域の理解を得ないと当然運行さす

ことはできないと思っていますし、農繁期で農業の車両と２０キロしか走らない低速

運行の車両が重なってしまった場合は、非常に農家の皆さんに迷惑をかけると思いま

すので、できる限り離合ができる道路のみ、かつ、皆さんに周知した格好で運行した

いと思っています。 

 また、方式なんですけども、今のところで行けば、観光案内という運転手をつけて

の運行を考えているんですけども、こちらのほうもその場合であれば無料でしか運行

ができないと。お金をとるのであればタクシー運行となるんですけども、それは今の

規制上、非常に導入するのが難しい状況でありまして、ただ、来年度におきましては、

地域おこし協力隊もおりますので、まずはそれで運用させてもらうと。その後は、例

えばＤＭＯとかの地域の観光地対策としての方策であったり、あとは公共交通空白地

の制度をうまく活用した格好でどうにかできないかということはまた府のほうとも相

談しながら、具体的な運用というのはこれから進めていきたいと思っております。  

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今の話を聞いておりますと、まだまだクリアすべきといいますか、検討すべき課題

というのは多く残されているというふうに思いますし、例えば、観光案内所に保管さ

れるというお話でしたけども、そうしますと、いわゆる２０キロぐらいでしか走れな

いと低速走行となりますと、茶畑の景観を見に行くということでいきますと、白栖で

あるとか石寺であるとか想定されるところはあると思うんですけども、そこに行くま

でに一定府道も通らなくちゃいけないし、そういう和束の中でも交通が激しいという

点の中でも、どこを通っていくのかということになりますし、今の話を聞いています
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と、例えば、それを運転していく上でも、いろんな事故とかも大変リスクが高くなる

というふうに思うんですね。 

 だから、そういった点も含めまして、そういう１つ１つのこれを運行する上でもち

ゃんと対策を練ってクリアしなくちゃいけないことが多いだけに、今、言われたよう

に、３００万円といいますけども、もう少しリーズナブルな車両もないだろうかとい

うことで、ヤマハが決定ではないということですけども、それでもやはり一定のこう

いった高額な車両を買うということで既に予算化されるというのはね、ちょっと時期

尚早というか、もう少しちゃんと検討されて、１つ１つ課題がちゃんといけるという

んであればですね、さっき運営する上でも、今の状況でいえば無料運行しかないとい

うことですよね。 

 有料化がいいのかいろいろ意見はあると思うんですけども、ただ、そういう意味で

も、この運行する上では一定の町としては経費を負担しなくちゃいけないということ

になりますし、運転手を雇うとなれば人件費等もかかってくるという、そんな問題も

あると思うんですよね。ですから、そういう意味では、総務省の交付金の絡みもある

とは思うんですけれども、今回そういう形で買うということで計上されたというのは、

時期的に尚早じゃなかったかと私は思うんですけども、町長はその辺はいかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 和束町にとりまして一つの施策として、いわゆる生業景観を何とか生かした観光、

そして元気になっていこう、もう一つには、商工会なんかも店が散在していますけど

も、それを一つに束ねられるような方法はないだろうか。いわゆる今、考えておりま

すのは、茶源郷商店街のような形で、それをつないでいくものは何だろうかと考えて

いたときにですね、いわゆる国のほうでの試行ですね、そういう機会をいただいたり、

そして、今回、こういったタイミングでいろんな交付金の対象にもなると。こうした
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課題はありますが、そうした課題を乗り越えてこういった施策を打って、さらに充実

をさせていく、まちづくりを活性化するというのも一つの方法だろうというふうに思

っておりまして、今回そういう方向で。 

 しかしながら、今、課長も答弁しておりましたけども、考えていかなきゃならない

課題というものはきちっと乗り越えて、そして、１つ１つやっていくと、こういう機

会だというふうにとらえて、今回、補正に計上させていただいた次第です。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いろいろ課題を乗り越えて何とか生かしていきたいという話ですけども、やっぱり

乗り越えなあかんことというのは、先ほどからの課長の話からしても大変多いと思う

んですよね。実際に安定的に運営していくという上でも課題は多いですか、しっかり

と安全面をちゃんとしながら、どのように観光客の方に資するような形でやっていけ

るかという点でも十分煮詰まった中で提案されているとはなかなか思えないところが

あるんですね。 

 逆に言えば、こういうものを地域に走らせるということをやるよりも、先日の一般

質問でも取り上げた議員もおられましたけども、コミュニティバスとか公共交通をい

かにもっと地域の中に細かい便利な公共交通をつくるかということのほうがもっと真

剣に考えなくちゃいけないことであって、観光客の方は観光客でちゃんともてなして

いくということは大事なことですけども、それ以前に地域の方が足の問題で困ってい

るということが放置されたまま、こういうことだけどんどん地域で走らせていくとい

うのは、今の和束町のまちづくりの観点からしても時期的に尚早だという思いもあり

ますし、私は、計上はされていますけども、今後、車両の選択もされるようですから、

もう少し慎重に考えていただいてですね、見送ることも含めて検討されるべきではな
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いかというふうに思いますが、その辺、もう一度、町長どうですか。担当課でも結構

です。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 和束町のまちづくりには、今、岡本議員の質問にもありましたように、多くの課題

があります。それを１つ１つなし遂げていくというのは大事なことであります。そう

いう中で一つの、今、申された地域コミュニティもそうなんですけども、その中で１

つ１つでき得るチャンス、タイミングというのがあるわけです。今、地域コミュニテ

ィが必要だからといってやったところで、一般財源の支出が非常に占めていくから、

もう少しこれについては大事なことであるけども、工夫していかなきゃならないと。 

 ところが、今、課題があるけども、これは今の地方創生のこうした交付金の対象に

なるとか、全額が対象になるとかあることを考えますと、そうした流れに乗ることも

大事であります。順序が逆になる場合もありますが、１年としての考えでは逆になっ

たと、今、岡本議員が言われるようですが、全体の流れとしてもう少し複数の年数で

考えて、和束町の将来のまちづくりとなれば、どちらも大事になってくるんじゃない

かなと、このように思っているところであります。 

 そういう中で、まず、ことしの課題の中で予算もつけて、そしてやれるものという

ことは、そのやれるチャンスに生かしていきたいと、そういうことで考えて、今回、

そうした決定をもらって補正を出していただいたと、こういうことです。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 それでは、２９年度の一般会計予算書に基づいて何点かお聞きをいたします。 
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 最初に、１３ページの土木費の河川総務費、その中の工事請負契約費で５００万円

計上されております。これについて内容をよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の畑議員のご質問でございますが、これは河川の浚渫を計画的に行う部分でござ

いまして、本年度も準用河川、１河川の浚渫を行う予定をしております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 そうすると、この浚渫箇所はどこですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 この浚渫箇所につきましては、今回は原山を予定しております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 それでは、原山の浚渫ということでございますが、実は、過日、８月２８日の産業

委員会で、私、いろいろお尋ねをいたしました。その中で、８月中に撤去するという

ことを口頭で言っているということでございましたので、その後、経過を見ておった

わけでございますが、私、この現地に３回ほど足を運んでまいりました。しかしなが

ら、８月２８日から約１カ月経過いたしました。にもかかわらず状態は一緒でござい

ます。 

 そこで、建設事業課としては、今現在どのような考えをもっておられるのか、ひと
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つお聞きをいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えを申し上げます。 

 今の畑議員の質問でございますが、中村川の中村と門前の境のところであると判断

しております。 

 実は８月の産業建設常任委員会のほうでは、和束町のほうで調査した結果、７月末

に本人さんとお話しさせていただいた経過をもってご説明をさせていただいておりま

して、８月中に工事が終わるということでおっしゃっておられました。８月末をもっ

て工事は確かに終わられておられるということは私ども確認をしております。その後、

現状復旧しなさいということで話はしております。河川については上の粉砕した採石

といいますか石ですね、落石と合わせて、倒木といいますか、もともとあった木が倒

れたまま置いてあるという状況でございます。 

 再三、話はしておるんですけども、なかなか動く気配がないということで、過日、

門前区長さんを含めて、何が迷惑になっているということも含めて協議をさせてもら

っています。その関係で、９月２０日前後だと思うんですけども、門前区のほうから、

何とかしてほしいという要望書が出てまいりました。地元としても迷惑をしていると

いう状況になっております。次の手段ということにつきましては口頭で言っていても

仕方がないということもありますので、文書等も含めて指導してまいりたいというふ

うに考えておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 今、課長からその箇所について報告があったと思います。私もその箇所について質
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問を続けてまいります。 

 確かに、現地に行きますと土砂は川に捨ててある。また、倒木についてもそのまま

であるということで、先日の台風１８号、本町にとっても大きな雨もなく、台風もな

かったということで安堵しているわけですが、まだまだ台風シーズンでございます。

あそこで土砂が濁流した場合にどういう結果になるか、課長、ひとつその辺のことを

思いがあるなら一遍話ししてください。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 想像の中の答弁になりますので、その辺はご了承ください。 

 現在、現地につきましては、中村川でございます。現段階の川の幅ですけども、深

さも含めまして、原因地であるところにつきまして余裕は確かにあるということは判

断をしておりますけども、その下流、昨年直しました日本一橋のところまできますと、

今度は中村川がかなり閉塞してまいります。このあたりが上の出てきた石と立木等で

詰まる可能性がございますので、早期に対応したいというように思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 先ほど文書で通告するということでございましたね、課長。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 地元と調整した上で文書通告をさせていただければというふうに考えております。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 それだけ一つ確認をしておきます。 

 今、そこで何らかの災害が起こった場合、これは人的です。その点、事務を預かっ

ている副町長、これについては大変大きな問題と思うんです。一刻も早くそういう措

置をやっていただきたいと、このように思います。いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 はい、お答えいたします。 

 課長も現場を確認しておりますし、基本的な考え方を今、答弁させていただいたと

思います。河川法とかいろんな法律もございます。そこら辺を照らし合わせて、文書

通告できるところは文書通告していくと。また、口頭で指導していくことはきちっと

口頭でしていくと、こういったことを順次進めたいと思っております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 現地に行く町道の右側に水路がございます。その水路は恐らく３０センチそこそこ

の水路でございます。それがこの間、８月の豪雨のときにごみが詰まったということ

で、水路を超えて、道を超えて、茶畑を超えて、そしてその下の茶工場まで水が入っ

たと、こういうようなことも聞いております。それはごみが詰まったということでご

ざいます。 

 しかし、それを変えていえば、下の川が詰まった場合、どうなるのかということも

一つ懸念しております。これだけは課長、しっかり文書通告して、文書通告したかて
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恐らくなかなか動いてくれないと、このように私は思います。私もこれ以上、この問

題についてはいいませんが、これからちょこちょこ現地を見に行って、やっているの

かやってないのか、この目で自分で確認をしていきたいと思います。 

 これはやってなかったら、また次の議会のときにもお聞きをいたします。課長、ひ

とつ腹をくくった中で取り組んでいただきたいと、このように思います。いかがです

か。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 形を残す形で本人さんと交渉してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 ひとつそれはよろしくお願いいたします。 

 次に、午前中、岡田議員のほうから若干お尋ねをされておりました。私は角度を変

えた中で一つ質問していきたいと思います。 

 地域力推進課長にお尋ねをいたします。 

 ８月１５日に「和束町内の事業者の皆様へ、公募型プロポーザル募集のお知らせ」

と、こういう回覧が回ってまいりました。この回覧内容について、何人の方から、こ

の内容についてお聞きしたいということでございます。しかし、間違ったことも言え

ません。私もわからんということだったんです。 

 これは提出締め切りが８月３１日、９月７日締め切りということで先ほど岡田議員

のほうに説明がございました。私はそういう角度じゃなしに、この内容が非常にわか

りにくい。こんな回覧なら回して要らんと、住民の方のお話です。 
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 これに取り組むなら、もう少し易しい形の言葉の中で、我々にもわかるような募集

の仕方を教えてくださいと、やってくださいという要望を聞きましたので、今、この

質問をしたんです。 

 課長、これについてどのように今、考えておられるのか。今、町内では、一事業者

があったとお聞きをしております。それはそれで前向きで結構なんです。そのことに

ついて私はどうも言っておりません。ただ、内容が非常にわかりにくいということを

お聞きしたいんです。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 実はですね、その紙を送って、８月中にスマートワーク・インという言葉を問い合

わすと、コワーキングという問い合わせが地域力推進課のほうにもかなりの件数にの

ぼりまして、本当に町民の皆さんに混乱させてしまって大変申しわけなかったなとい

うふうに思っております。 

 その思いとしましては、和束町のほうに企業を呼んでくるといいますか、そういっ

たことを初めて取り組む事業を今回やるもんですから、広く町民の方からそういう応

募があるようにという思いでやったんですけども、やはりその文書の中身というのは

もう少し考えて送るべきだというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 住民の方もやはりこれは関心をもっておられるから、電話がかかったり、私にも問

い合わせの電話があったんです。私もこういう横書きばっかりでさっぱりわからない
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んです。だから、次、もしそうしたことがあったときに、今後、住民のためにわかり

やすくということを一つお願いしておきます。これは要望にしておきます。 

 それから、次に、１４ページの負担金補助及び交付金、これは観光費ですね。その

中で茶源郷特産品開発補助金１５０万円ということがうたっております。これについ

てひとつ説明をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 茶源郷特産品開発補助金でございますけども、こちらのほうは和束町の過疎対策交

付金の一事業なんですけども、和束町の観光客向けにいかに地域でお金を使ってもら

うかということに焦点を当てまして、今、新聞でも先行して出てしまったんですけど

も、和束町茶源郷グルメ商店街、アーケードとか通りはないんですけども、和束町も

非常に面積が小さいもんですから、町全体を商店街としてとらえてですね、茶源郷と

いう一つのテーマで共通した商品を町の飲食店であったり、和菓子屋さんであったり

というところに開発してもらおうと思っています。 

 その内容というのは、例えば、どんぶりであったり、バーガーであったり、スイー

ツですね、そういった観光客受けするものというのを開発してもらおうと。ついては

１０万円の補助金を１５件程度、１０万円を上限にしまして１５件程度考えておりま

して、今後、この予算をお認めいただきましたら、町内の事業者向けに案内をしまし

て、補助金の募集という形でさせていただきたいというふうに考えております。  

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 ということは、今回もやはりこういう形で募集されるということですね。そういう
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ふうにとってよろしいですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 その募集に関しましては、商工会のほうと連携しまして、商工会を通じて事業者の

皆様に周知を図ろうというふうに考えておりまして、全町民向けということは今のと

ころは考えておりません。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 はい、わかりました。 

 次にもう１点、春を呼ぶ茶源郷からの灯り事業委託料１００万円、これは毎年、春

を呼ぶ茶源郷まつりということと同じような事業でございますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらのほうは、昨年度、地方創生のお金を使いまして、２月に灯りイベントとい

う形でやらさせていただきました。今回は当初の予定から、そういった事業というの

が予定されておらず、今回、過疎対策交付金を活用しまして、四季を通じた誘客イベ

ントということで、冬に開催するイベントとして、昨年の方法に似たようなものにな

るのか、また違ったものになるのか、これも今のところ、昨年度、商工会のほうと相

談しながら進めていきたいと思っておりますので、今後、調整していきたいというふ

うに思っております。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 これも商工会に委託というとおかしいですけど、そういうことですね。わかりまし

た。 

 次に、１２ページの有害寵児希有関係事業補助金４００万円、非常に困ったもので

ございます。有害鳥獣、これについて以前からいろいろな形で取り組んできていただ

いております。しかし、結果はサルの出生数に及ばないということでございます。こ

れについて具体的に、この額でどういう事業をやるのか、一つお尋ねをいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 この事業につきましては、従前から行っております農地への柵の事業でございます。

７月末までに募集をかけさせていただいたところ、総延長で４,０２８メートルの柵

の延長がございました。当初、本町のほうでの予算額につきましては４１４万７,０

００円ということで、予算以上の事業費で総額で８２０万円の事業費になりました。

昨年も町長からもありましたように、不足があった場合は単費でも手当するというこ

とでございまして、この４０８万７,１００円が不足しておるということで、この事

業費ということで補正させていただいておりますので、よろしくお願いします。  

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 そうすると、その上の中で賃金１０１万４,０００円ですか、嘱託職員を置く賃金

と考えてよろしいんですか。 

○議長（岡田 勇君） 
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 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 臨時職員、アルバイトですね。嘱託ではなくアルバイトで来年の３月まで雇用する

という計画をしております。 

 サルが出たということで追い払いの関係とかで職員も出ております。今、サルの動

きとして、実際どういうような形で移動しているのかというところがもうひとつわか

っておりませんので、この人間を使いまして、既に現在、サルには３台の送信機が装

着されておりまして、その３台の電波が寄り添ってみたり離れてみたりということで、

一つの群れなのか何なのかわかってないところがございます。これを半年かけまして、

どういった形でサルが移動しているのかということで、その調査をしたいというふう

に思っております。 

 また、追い払い等もございますけども、今現在、１００万円で猟友会のほうにもお

願いして駆除もしてもらっていますけども、理想的にそういった駆除のところにも対

応できるような方に入っていただけたら一番ありがたいかなと内心は思っておるんで

すけども、規制をかけるわけにはいきませんので、その形でないです。とにかくはサ

ルの動きを把握しながら追い払い等ですね、また有害駆除の業務についてもお手伝い

していただくというような形で考えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 ３月いっぱいということで、これは何人の方ですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 
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 はい、お答えさせていただきます。 

 一応、１名を考えております。ただ、今、言いましたように、猟友会の方で、もし

サルを打てるとなれば２名おれば打てるということで、先ほども言いましたが、理想

形ですけども、１人が処理されていて、もう一方呼んでいただいたら、二人で駆除も

できるかなということで前向きに考えておりますので、よろしくお願いします。  

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 私、よくわからないんですけど、１名の方でサルが出たという中で対応できるんで

すか。最低２人要ると思うんです。これぐらいアルバイトでもう少し予算上げて、一

番困っているのは、このサルなんですよ。その辺、課長の考えはいかがですか。  

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 私一人、いわば猟友会の格好をすると割とびびるところがございます。また、銃器

に見立てたものを持っていると、かなりサルのほうは警戒しまして、割とす込むとい

うんですか、警戒の声を鳴らしながらすっ込んでいくというような格好がございます。 

 今、１名という形ですけども、今、言いましたように、十分とは言えないかどうか

わかりませんけども、猟友会のほうには１００万円別口でさせていただいて、巡回も

してもらっていますので、そのあたりの部分を１人の足らんところに入っていただい

た格好の中で、この日やということで決めていただいて、いわば、このあたりに今回

出て来よるというような形で出ていただいておるというような形で対応できたらなと。

ですから、人数というか、サルがどんだけ警戒するか、本来は大勢で追い払いをする

というのが基本形でございます。それが一番効果的やということでございますけども、
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今、言いましたように、猟友会の格好がかなりサルとしては認識されておるみたいで

すし、現在、ユニホームを買えないというようなことも担当のほうも指示してまして、

それを来ていただいた格好の中で活動してもらいたいなというふうな形で思っており

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 最後にしておきますが、この臨時職員を使いなさいよというのは、当時、伊吹課長

のときからこういう話をどんどんどんどんやっておりました。やっとこういうことに

なったんかなというふうに思います。 

 もう一つは、無線機やなしにドローンですか、これを一つ飛ばして、サルの実態の

動きも見たらいかがですか。その辺の考えはないのか、あるのか、これは答弁だけく

ださい。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 ドローンは私どもも１台所有しております。この前の台風の日も、私、触ってまし

て、飛ばせるように思って、今、努力をしているところでございますし、若い職員に

も使えということで指示しておりますので、今後活用した形の中で追い払いもしてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 私も最後、質問させていただきたいと思うんですけども、今、畑議員がおっしゃっ

たこととほとんどかぶってしまいますので、私なりに違った観点から一、二点質問さ
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せていただきたいと思っております。 

 １ページ、２ページの茶源郷グルメカタログ作成委託料１００万円上げていただい

ております。このカタログ作成の委託については、先ほど答弁いただきましたように、

グルメ商店街としてのとらまえ方から作成をされるんだろうと思っていますけれども、

これについて、全体的な効果の狙いですね。先ほどもちょっと触れられましたけども、

観光客から落としていただくお金をより多くしていただくというような観点があろう

かと思うんですけども、これについてもう少し詳しく答弁いただきたいと思っており

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 茶源郷グルメ商店街につきましては、本当にたくさんの町内の事業者の方ができる

だけ集まっていただきまして、たくさんの商品を開発していただいて、しかも一つに

まとまってという形でＰＲすることで、より誘客効果というものが期待されるという

ふうに考えております。 

 その一方で、茶源郷商店街という名前を冠することにも私自身は重きを置いており

まして、それで団体として茶源郷商店街というものをつくることによって、今後、府

の補助金で商店街補助金というのがあるんですけども、こちらのほうは非常に補助率

が高い。４分の３補助という補助金がございまして、こちらのほうも活用することが

今後可能になってくると。 

 今、和束町には商店街というのはございませんので、その補助金は今、使えない状

況なんですけども、今後、これをつくることによって有利な補助金が、申請しなきゃ

とれないんですけども、これがとれるという条件が整いますので、今後につながる取

り組みだということで進めさせていただこうというふうに考えております。 
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○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 地域推進力の課長から、いろんな角度からいろんな提案をいただいておるわけでご

ざいます。先ほども特産品の開発補助金ということで１５０万円上げていただいてお

ります。ということは、茶源郷和束ということのイメージアップをする特産品という

ことにこだわるわけなんですけれども、そのような方向で考えていいんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 商品開発についてでございますが、こちらは本当に観光客受けする、例えば、どん

ぶりであったり、茶源郷バーガーというものをつくりましたら、一回食べたら、次は

違う店のどんぶり行こうとか、バーガー行こうとか、スイーツへ行こうという形で、

リピーターへの期待というのも可能性が広がるかなというふうにも考えております。 

 １０万円というのはですね、例えば、どんぶりするんだったらどんぶり鉢が必要だ

とか、商品開発するんだったら試作品が必要だとか、本当に自由になるべく柔軟性を

持たせて、市庁内の事業者の皆さんが活用できるように考えておりまして、そういっ

たところで一定のインセンティブといいますか、手を挙げることによるインセンティ

ブでたくさんの事業者の集まりというのも期待できるかなと思って、この補助金をつ

くらせていただきました次第でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 そうするとですね、商品開発をしていただくということでございますけれども、こ
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れはどういったところで、どういうグループというか、町民全体に働きかけているの

か、どういった組織に働きかけているのか、その辺について見えてこない点があるん

ですけども、答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、商工会のほうに会員登録されている飲食店というのは約１５ございます。それ

から、和菓子店というのが５件程度あるというふうに伺いました。そういったところ

で、商工会を通じての募集ということが一番効果的かなと思いまして商工会に頼むん

ですけども、当然、入っておられない事業者の皆さんもおられますので、そういった

ところにも行き渡るように、恐らく数件にはなると思うんですけども、個別に当たる

ことも考えまして、全体として、町全体を取り上る取り組みにしていきたいと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 こういったことは一つの地域として盛り上げていくことの手段として用いていただ

いたら僕は非常にありがたいのかなと思ったりしています。 

 商工会全体にお任せの形じゃなくて、やはり町民の方々も家庭料理等々でいろいろ

知識が豊富にございますので、そういったことにも全体的にＰＲいただくと。そうい

うような中でカタログをつくっていっていただくというふうな方向性に持っていって

いただければ非常にありがたいのかなと考えておりますので、その点、ご協力をいた

だきますようにお願いしたいと思っております。 
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 それと、先ほどもゴルフカートのことでご答弁をいただきましたけれども、その中

で１４ページの８０万円ですね、観光委託料というものを上げていただいております。

ご存じのように、和束町につきましては、東西に非常に長うございます。だから、こ

の観光のルート、これについては全体的にどのように考えておられるのかということ

をお聞きしたいと思っております。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お茶の京都茶畑周遊観光委託料８０万円についてでございますけども、こちらは茶

畑ビューイングの予算として検討しております。 

 そもそも、この過疎対策交付金をとりにいこうと思った理由というのはですね、お

茶の京都博で茶畑ビューイング２０１７というのを開催することが決まっておりまし

て、ただ、当初予算の予定では恐らく足らないだろうということで、その予算をどこ

かからとれないかというのを検討し出したのがきっかけでして、本当に茶畑ビューイ

ングで必要なものというのをここに全て計上させていただきました。 

 その茶畑ビューイングなんですけども、今、それは府のほうからも警察のほうから

も言われているんですけども、一応、石寺の景観というのが和束の顔となってまして、

お茶の京都の顔にもなっております。そこに人が集中するという懸念が大変あるとい

うことで、和束高橋のところを先頭に混み出したら１６３まで渋滞がつながってしま

うということもいただきましたので、観光客の皆様は一旦、和束茶カフェの整備して

います駐車場まで誘導しようということで、和束高橋の交差点にはガードマンを１人

張りつけようというふうに思っております。 

 それで、全て観光客は和束町カフェを起点といたしまして、そこからスタンプラリ

ーを今、考えているんですけども、そのほか歩きで石寺まで行く場合は、約４０分ぐ

らいかかってしまいますので、マイクロバスを運行させまして、和束高橋のバス停ま
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で運ぼうというふうに考えております。それの委託料と、あと、スタンプラリーの商

品であったり台紙であったり、そういったものを含めまして８０万円ということで考

えております。 

 この茶畑ビューイングというのは和束町の石寺・白栖地域が中心になるんですけど

も、非常に広範囲になっておりますので、いろいろな問題等生じる可能性があります

ので、そういったところも含めまして、財源がいろいろと必要だということで今回計

上させてもらった次第でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今のお話を聞かせていきまして、一つの大きな仕掛けがあるんだなというふうに理

解させていただきました。こういった形の中でお客さんを一つの目的地に引っ張って

くるということも非常に重要なことであろうと、このように理解しました。このこと

についてはこれか課題もあろうかと思いますけども、試行錯誤の中で、より効果的な

方法で取り組んでいただきたいと、このように思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 反対です。 

 私は、議案第３０号、一般会計補正予算（第３号）に反対の立場から討論を行いま

す。 
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 今回の補正予算の内容全体としては、もちろん評価できる点、また必要なものはご

ざいます。 

 例えば、先ほど議論がありましたように、有害鳥獣対策におきまして人員的にまだ

十分ではない。また、期限つきという条件はありますけれども、一定、専任的に動け

る方を臨時職員として雇われる予定であることは評価できます。今後とも来年以降も

継続し、体制の強化、またその内容の充実に努めていただきたいというふうに思いま

す。 

 その上で、今回の補正予算の内容の主な中身は、マウンテンバイクコース整備関連

で１,０００万円、観光用ゴルフカートの購入費用３００万円を含めた総務省の交付

金事業１,０００万円を中心とした観光関連経費が多くを占めております。これらの

事業は今年度のお茶の京都や２０２１年度のワールドマスターズゲームズ等を展望し

たものが考えられ、それぞれそれなりに意味を持つ事業であるのかもしれませんし、

それらが中長期的なまちづくりの前進に資するよう心から願うものでもあります。  

 ただ、１,０００万円の交付を受ける総務省関連の事業については、取ってつけた

感が否めず、関係者や住民の中での十分な議論を通じて練り上げられた上での構想と

は到底思えません。 

 特に、このような事業を進める考え方の根底に、観光客を呼び込み、交流人口をふ

やせば定住人口の減少をカバーできるといった安易な方向性があることに違和感を感

じるとともに、再検討を促したいと考えます。 

 同時に、これらの事業のよしあしというよりも、私が最も危惧いたしますのは、予

算に暮らしへの支援や少子化や人口減少にどう向き合うかなどの方向性が全く見えて

こない点であります。 

 ４月の町長選挙での再選を受けられて、今議会が二度目の定例会となりますが、今

回の補正予算も含め、住民生活に目を向けた肉づけがほとんど見られませんし、例え

ば、喫緊の課題と考える子育て支援の充実の問題でも、例えば、学童保育の保育料の
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引き下げには年間約１００万円程度、半年であれば５０万円程度、インフルエンザ予

防接種補助の義務教育終了までの拡充をしたとしても、年間６０万円から７０万円程

度でできるものであります。３００万円かけて購入するゴルフカート１台分にも届か

ない程度です。 

 今回、早期実現を表明された子ども医療費無料化の拡充にしましても、当選当初か

らその気があれば今回の補正でも十分対応できたはずでございます。そのような意味

からも、今回の補正予算は極めて不十分と判断をせざるを得ません。 

 お茶の京都を初め、今、広がりつつある観光の取り組みも、関係者や住民議論をし

っかり積み重ねる中で発展させていくことは重要なことと思います。しかし、最も大

事なのは、日常の住民の暮らしをどう支え、よりよくしていくかであり、その視点で

の今後の取り組み強化を強く願う立場から、今回の補正予算には反対をするものでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 賛成です。 

 平成２９年度和束町一般会計補正予算について賛成討論させていただきます。 

 今、２時間近く議論した中で、行政が出されました一般会計は、和束町のこれから

の観光、そしてまた和束町のあり方ということで非常に苦労した前向きな補正予算だ

と私は評価しております。 

 まず、観光については、今、町長が「インバウンド」「インバウンド」と言われて、

外国人の方がたくさん来られました。そして、日本国内は潤っております。爆買いは

終わりましたが、それでも和束町は観光によって交流人口をふやし、そして和束町の

茶畑の景観、素朴な和束町の町の中を見ていただく。そして、和束町のあり方、これ



― 85 ― 

からの１００年、２００年のあり方を問う一般会計補正予算だと思っております。和

束町のあり方、これからの和束町をどうすればいいかという補正予算になっておりま

すので、私は賛成の立場で討論させていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 議案第３０号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第３０号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり可決されました。 

 議案第３１号 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３１号 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第３２号 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３２号 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第３３号 平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 
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 したがって、議案第３３号 平成２９年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第３４号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３４号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第２

号）は、原案のとおり可決されました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時５０分まで休憩します。 

休憩（午後２時４１分～午後２時５０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第５、議案第２９号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理

設備・監視制御設備工事請負契約の締結についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第２９号の提案理由を申し上げます。 

 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事を

去る平成２９年９月５日に一般競争入札に付し、請負契約金額が５,０００万円を超

えましたで、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求めたく、

ここに提案させていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 それでは、私のほうから議案の説明をさせていただきます。 

 お手持ちの資料Ｎｏ.１のほうをお願いいたします。 

 議案第２９号 

      平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理設 

      備、監視制御設備工事請負契約の締結について 

 平成２９年９月５日一般競争入札に付した、中央浄水場水処理設備・監視制御設備

工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第

５号の規定により議会の議決を求める。 

 １ 事 業 名  和束町簡易水道統合事業 

 ２ 工 事 名  中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事 

 ３ 工 事 場 所  京都府相楽郡和束町大字湯船地内 

 ４ 契 約 金 額  ２億６,２４４万円 

           （うち消費税等相当額１,９４４万円） 

 ５ 契約の相手方  大阪市北区南森町１丁目４番１０号 

           理水化学株式会社大阪支店 

                取締役大阪支店長 牧野伸彦 

 ６ 契 約 の 方 法  地方自治法第２３４条の規定による一般競争入札 

 ７ 工 期  議会の議決を得た日の翌日から平成３０年３月１５日 

 ８ 支 出 科 目  和束町簡易水道事業特別会計 

           （款）０２ 施設費 

           （項）０１ 施設費 

           （目）０１ 施設費 

           （節）１５ 工事請負費 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ ３ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 
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 おめくりいただきまして、工事の概要について説明させていただきます。 

 資料Ｎｏ.２９をお開きください。 

 中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事概要。 

 １．工事内容  原水流入弁・放流弁設備工事（中央浄水場） 

         薬品注入設備工事・（仮設）薬品注入設備工事・電気工事（中央 

         浄水場） 

         水質計測設備工事・電気工事（中央浄水場・取水場） 

         監視制御設備工事（中央浄水場・役場） 

         監視カメラ工事（中央浄水場・取水場） 

         通信回線設備工事（各配水池ポンプ所） 

 内訳でございます。 

 水処理施設の工事費として一式１億５５１万５,０００円、機械費一式で１億５,６

９２万５,０００円、請負率９６.６％でございます。 

 ３．入札の参加業者 

   落札 理水化学株式会社 入札金額２億４,３００万円 

   株式会社フソウ２億４,７６０万円 

   税抜予定価格でございます。２億５,１３６万円 

   税抜最低制限価格２億１,３６５万６,０００円でございます。 

 次ページＡ３の資料でございます。ここに赤の線の部分に関しましての浄水場内の

工事及び１枚おめくりいただきまして、朱塗りにしている部分及び黄色で塗っている

部分の工事でございます。朱塗りにしている部分につきましては、制御関係の機械の

整備でございます。黄色塗りをしている部分でございますが、こちらは薬品注入関係

の工事でございます。これにつきましては仮設工事も併設します。 

 めくっていただきまして、薬品注入設備のフローシートでございます。赤書きで出

しております部分につきまして、薬品を注入していくという工事になります。これに
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つきましては、前のページの黄色のところから出る部分でございます。 

 もう１枚めくっていただきますと、各施設等のシステムの構成図になっております。

これにつきましては、先ほど説明しました通信回線設備の工事でございます。全ての

施設を光化しまして、全設備と制御盤、先ほどの朱塗りの部分とをつなぐというとこ

で、中央浄水場の２階にございます制御盤に全て通信回線を入れます。その回線から

一部役場のほうで常時監視できるという形にする工事でございます。 

 この工事に伴いまして、町内の簡易水道施設につきましては、全て通信回線による

監視ができるというような状況になるものでございます。 

 以上、議案の説明とさせていただきます。 

 慎重審議よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 課長、なぜ今この工事をしなければならないかということの説明をお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問でございます。 

 平成２７年から実施しました工事のほぼ最終形になると考えております。 

 平成２７年度から行いました事業に関しましては、各施設の配水池等の整備を行っ

てまいりました。それとあわせまして、木屋水源、西部水源をつなぐ作業が終わりま

した。最終の事業としまして、全ての配水池、取水と、それから加圧ポンプ場等々の

系統を一式につなぐことで統合事業の最終形と考えております。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 工事内容の上から三つ、これは私、わからんでもないですわ。薬品を注入するとか、

水質の計測をするとか、これは水のことですから非常に大事ですよね。 

 下の三つはちょっと前から説明してもろてるように、役場で一元化した監視体制で

それを見るということですか。今までは目視で見に行ってやっていたんでしょう、湯

船の中央の水道施設に。それをやめるということでしょう。しないということでしょ

う。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 以前のシステムにつきましても、全て中央水源で見えるようになっておりました。

これにつきましては、新たに劣化したものを入れかえていくという形になりまして、

部分的には以前のものを使うものもございます。ただ、システム自身が１５年を超え

ておりまして、使用するものがほぼなくなってきておりますので、ほぼ全部入れかえ

るという形になると考えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 というとは、機械は大体１５年でだめになったということですね。入れかえなあか

ということですか。１５年ぐらいのスパンでしかその機械はもたないということです

か。そしたら、またこの機械は１５年たったらまただめになっちゃう、そういうよう

な考え方ですよね。そしたらまた２億円ほどのお金がかかるんですよね。私はそのこ
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ろにはこの議場にはいませんけれど、課長もいないと思いますけれど、今、言ってい

ることはそういうことでしょう。１５年ぐらいたったら、また入れかえんならんと。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 

 １５年ということに限定はしませんけども、大、システム自身が１０年から２０年

ぐらいの間で劣化していくという状況にございます。中には途中で交換してきたもの

もございますが、全ての制御につきましては、今回やりかえるということで、この機

械械で想定的には今から２０年前後使いたいというようにかえております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 高い買い物だと思います。 

 それと、今まで、私、湯船から役場のほう、それとまた別のところに行くときには、

役場の水道の職員が湯船向いて走りますよね。８時５０分近くかな、９時前かな、毎

日大体行っていますよね。あれは何をしに行っているんでしょ、制御盤とかいろいろ

なものを。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 

 まず、この設備については、確かに、遠隔の確認をするということが目的でござい

ます。ただ、目視の確認については、今後も行う計画をしております。 

 あわせまして、取水、それから浄水場、それから各端末の施設につきましては、毎
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日、水質検査を行っております。この関係で、この施設に行かない日はないというこ

とで現在のところ運営をしておりますし、今後もその運営は変わりません。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 そしたら、テレビモニターで見ているのは何を見ているんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 

 一つは水質です。水質ともう一つは、今現在、セコムが入っております。セコムと

あわせまして、有害等のものが入ってきたりする可能性もありますので、その辺の監

視も含めてやっています。 

 それと、取水につきましては、濁度を確認したいと考えております。これにつきま

しては、急な出水、雨等で取水が汚れたりとかいう状況があったりもしますので、こ

のあたりもあわせて監視をするように考えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 それを今、テレビのモニターで見るということですね。そういうことでよね。わか

りました。 

 次は、この工事を企画して、これをやらないとだめだということがありましたよね。

そしたら、設定はどのような方法で、そして何社ぐらいを呼んで、何件かあるでしょ

う。１件ということはないでしょう。どのような名前が設計に参加されました。そし

て、設計の落札金額は幾らですか。 
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○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 設計につきましては、５社入りまして、入札で２７年、２８年と落としております。

２８年につきましては、この設計を組んだときには６社で参加しております。  

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 ５社でしょう。５社はわかりました。そしたら、その金額と設計に入った会社の名

前はわかりますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 当設計につきましては、平成２８年度の指名競争入札で実施しております。参加業

者につきましては、株式会社日水コン、関西技術コンサルタント、オリジナル設計、

西日本技術コンサルタント、極東技工コンサルタント、日本水工建設の６社でござい

ます。 

 正規金額につきましては１,９９６万４,８８０円、落札額につきましては１,７８

２万円で、請負率が８９.２６で、関西技術コンサルタントが落としております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 そしたら、関西コンサルタントがこの設計をして、そして理水化学がその設計に基

づいて落札したということですか。 

○議長（岡田 勇君） 
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 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 設計につきましては、関西技術コンサルタントが設計をしまして、それを再度うち

のほうで検算を入れまして、その結果、入札を付した結果、理水化学が今回落札した

という結果でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 課長、５社で８９.何％という落札率や言うてましたね、今ね。もう一度言ってい

ただけますか、８９.何％で、２千何ぼでしたっけ。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 ６社で８９.２６％でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 課長、そしたらね、理水が落とした数字９６.６％というのは、これはちょっとお

かしいのと違う。９６、こんな数字で落札いつでさせてるんですか。 

 今、京都府の仕事は大体９０％ぐらいでしょう。税抜き予定価格２億５,１３６万

円。これに引いて７００万円ちょっとやがな、残っているお金。１０％やったら２,

５００万円残らなあかん。こんなむちゃくちゃな９６.６％という数字ある。設計が

８９％で落としてある。このわけのわからない数字は何でこんな数字になる。  

 そして、理水とフソウですか、（株）、この入札しか入札に参加してなかったの。

何で５社、６社入らへんの。設計が６社も入ってきて、本体を落札するときに何で２
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社。これはちょっとおかしいん違う。課長、どう思われる。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問でございます。まず、９６.６％に関しましては、私のほうで答弁でき

るようなことではございませんので、これは業者が入れた金額になりますので、お許

しください。 

 和束町としての想定をご説明させていただきますと、先ほど皆さんのお手元の資料

にございますように、１億５００万円と１億５,６００万円がございます。１億５,６

００万円のほうにつきましては、これはほぼ機器でございます。この機器につきまし

ては全て参考見積もりをとったり、メーカーにあるものを入れたりという形をとって

おります。ここでかなりまずお金を見積もりでしっかり物を見ております。この関係

でなかなか値引きができなかったのじゃないかということを想定はしています。  

 もう一つは、あわせまして、機器につきましては経費率を載せておりません。その

関係で、こちらの経費、これはそのまま見積額が入っております。ですので、こちら

のほうでなかなか値引きができないという状況が発生しているのかと。逆に、私のほ

うの判断では、適正に設計ができたのかというような形で判断しております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 そしたら、この機器のほうはどこの機械ですか。どこのメーカーの機械。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 基本的に、水道施設を発注している業者の機械でございます。あとは電気系統の関
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係の機械でございますので、日立であったり、いろんな会社が入っていると考えてお

ります。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 そしたら、今回のこの機械は全部日立とか日本のよく聞く名前の東芝とかパナソニ

ックとかシャープとか、そういうような関係の会社のものですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 基本的には、そういうメーカーの品物を組み合わせた形になっております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 ちょっとしっくりいかへんな。組み合わせたってどういうこと。あっちこっち寄せ

集めて、そして今の座っている本体に小西 啓のつくったもんとか、会社のやつとか、

吉田委員の会社のものとか、井上武津男委員の会社のものとか、そういうような会社

で一緒にごそっとしてあるの。１社の名前のものじゃないのか。そしたら、故障した

ときに三つともやったら全部責任とっていかなあかんの。それとも１社のものやった

ら１社で全部できるけど、その辺の説明がわからへんのやけど。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の質問でございますけども、全て部品でございますので、最終的にシステムを組

んでいく形の部品を各社から集めて、見積もりを入れて、それをセッティングしてい
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くという格好になりますので、１社のもので全部つくっているという形ではございま

せん。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 そしたら、その集めたやつをもとでつくっているのはどこなの。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 もとというか、今回、現場でつけていきますので、今回の工事で理水が整備してい

く形になります。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 理水がつけていくといったら理水の品物ということか、そういうことになりますよ

ね。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 どういうお答えの仕方をすればいいのかわかりませんけども、最終は理水がつくり

上げますので、理水の品物になるのは間違いございません。ただ、それをつくってい

く前提では各社のもの組み合わせていくという格好になりますので、そこのところは

ご理解願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 
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○９番（小西 啓君） 

 そしたら理水が自分とこの機械で、理水が落札したということか。設計の段階の関

西何とかいうコンサルタント、それはどこの機械を使って構へんということを言って

るねやろ。関西コンサルが理水の機械とかの機械を使えとか、そんなこと指定してへ

んでしょう。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それはございません。要は、関西技術コンサルは自分とこが設定していく中で、ど

こどこの品物、どこどこのしなものということで、今、メーカーの名前は全部持って

おりませんので、言えませんけども、部品を集めてシステムを組んでいくという形に

なりますので、例えば、水質を見る機械は何々のメーカー、それから水位を見るのは

水位を見るメーカー、それから薬品を入れるポンプをつくっている会社とかいう形で

組み合わせていくと。それをネットワーク上にのせて一つの制御盤をつくるという形

になりますので、でき上がったものについては、今、言われるように、理水が組み上

げたという形になると思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 課長の答弁の中身の補足説明ということでさせていただきたいと思います。 

 まず、入札の関係なんですけれども、コンサルにつきましては、今、指名競争入札

を採用させていただいております。課長が答弁しましたように、６社ということで従

来の実績に基づきまして業者を選ばせていただいております。これは当然、和束町に

指名願が出ている方ということで、コンサル関係については、今のところまだ指名競

争入札を採用させていただいております。 
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 今回の浄水場の管理の設備の改修工事なんですけれども、これは土木も含めまして、

今、一般競争入札に全て切りかえをさせていただいております。その結果、今回、事

前に和束町に指名願を出していただいておって、今回、点数が１,０００点以上とい

うのは、工事の経審といいまして、簡単にいいましたら、そこの企業の能力を示す点

数がございます。２億円を超えていますので、１,０００点以上ということで設定さ

せていただきまして、それが１１社ほど事前調査ではございました。ただ、これは一

般競争入札ですので、一番ガラス張りといいますか、国が進めている入札制度の方法

でございます。ただ、そこへ応札する方がどれだけおられるかというのは、これは各

企業の当時の事情によって異なってきますので、今回、２社しか応札してもらえなか

ったと、このように判断しております。 

 その中でうちの予定価格というのは、設計価格を全て表へ出しておりますので、そ

れが天ですよということで、その下でとってくださいということで、そういった表示

をさせていただいて、今回、結果的に９６.６％という結果になっております。これ

はご理解のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 それと、今、工事の関係で、多分、課長が説明しているのは配電盤の関係だと思い

ます。この配電盤につきましては、操作盤といいますか、先ほども課長が答弁してい

ましたように、施設ができまして二十数年たっております。これはどこの自動車メー

カーでも、仮に例えますと、大体１０年ぐらいは部品をつくるんですけれども、ほか

はあっただけの部品で賄っていくということで、今回の配電盤につきましても、交換

の部品がもうなくなってきているといった状況になっております。そういったことで、

今回、配電盤をこの際、統合もあわせまして、全て新しいものに入れかえさせていた

だきたいということが１点でございます。 

 それと、あと、滅菌の薬注のポンプも、長年の経過の中で大分傷んできております。

そういったことで、薬注ポンプの入れかえを今回やらせていただいております。それ

がほかにもありますけれども、大きなメインでございます。 



― 100 ― 

 その中で、先ほども配電盤の関係で日立とか数社の名前が出てましたけれども、こ

れは理水がとりまして、あと、電機メーカーのほうに、多分、下請に出すと思います。

そこの中で、これは別注ですので、和束町に応じた配電盤の設計によって組んでいた

だくと、こういったことでいろんなメーカーがその中にも入ってくる可能性がござい

ます。そういうことを説明しているんだと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 説明していただいてわからんでもないんですけれど、この数字とかいろんなことを

見て感じて、私も請負をやっておりましたので、チラッとピッと来るのは、はなから

理水がとるようになっているような感じの入札ですね、そういうふうに思われてもし

ゃあないですわ。９６.６、こういうようなあり得ないような数字を出してくるとい

う自体がおかしいと思うんです。 

 そして、町長、億を超えた仕事というのは、つい最近でしたら橋ですよね。１億円

ちょっとでしたよね。町長が毎日朝晩通われる橋、門前橋ですか。あの橋のときは９

９.何％でしたよね。あのときは誰もみんな何も言わなかったです。東日本大震災が

あって、そして業者がいない。やってくれる人がいない。東北のほうの秋田か岩手の

ほうの会社でしたよね、ようやくとっていただきました。入札も１回、２回流れまし

た。それでもその９９％というのでも何も言わなかったとき、私、町長にそんたくし

たんです。このことは私、今、加計学園ではやる前にそんたくということは言いまし

たね。町長に私、そんたくしてたんですよ。ということは、毎日朝晩通われる道、そ

して地元の門前にちょっとは水を引かなあかんかなというような感じがありましたか

ら、その辺で私、そんたくした。ほかの議員さんも皆さん反対しなかったですよね。

そういうような気持ちがあるんじゃないですか。 



― 101 ― 

 それでも町長、９９％、その後、まだ追加が出ましたよね。大きい数字でした。そ

のときも何も言わなかったです。あり得なかったです、あれは。ガードマンで非常に

大きい数字が出てました。 

 億を超えてきたら入札関係はおかしいと思います。小さい小さい町の工事をしてお

られる方々は、本当に、何やこれ、ええかげんな入札してと思っている業者もたくさ

んいると思います。私のところにも言ってきています。 

 町長、どうですか、この９６.６％。９９％というのはあれはしゃあないですわ、

なかったんですから。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま小西議員からいただいた質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 今回設計をして、そして、その設計に基づいて入札に付する。この入札の付すると

ころでのご質問ですので、そこへ焦点を当ててお答えさせていただきたいと思います。 

 今回入札を付する場合、こういった設備業者、専門的な和束町に登録している業者、

先ほど副町長が答弁したように十数社、その方たちを指名するんじゃなしに、今回は

指名競争入札に付しませんでした。やっていただける方、そして希望される方は札を

入れてくださいねということで、あなた任せにしました。 

 小西議員もご案内だと思いますが、工事全て入札を付するときに丸投げしているわ

けじゃありませんので、一番の問題はこの設計額とそれと最低の金額を決めて出しま

す。上限と下限ですね、これが一つの私たちの敷札言っているもので、上は今回全て

設計にやりなさいという国の指導もあります。ほとんどの工事の設計業の設計額を天

にしております。そして、それを公表しております。そして、下限は競争してほしい

から、下限も公表しているところもあります。してないところもありますし、下限も

ある。だから、設計を公表していますから、下限の敷札を持って付すると。そして、
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さっき出た十数社を相手に希望者は入れてくださいねと、この範囲でしたら１００か

ら、先ほどの下限が７０か８０て言ってましたですね。あの範囲だったら落札としま

す。だから、この２社であって、２社ともその範囲内に入りました。だから、これは

二人ともその範囲においては資格は持っておられるんですが、あと、その中で安いと

こを落札にします。だから、今、言うように、安い理水が落札と決定した。 

 これは高いからだめですよなんて私が不執行にできることでもないです。初めから

この範囲でやってくださいねということの範囲に収まっておったら、９６では高いか

らやめてくださいねと。９９やからやめてくださいねという、その不執行にする理由

が見つからない。もし不執行にするんだったら損害賠償を求められます。そういうの

はご案内のとおり、設計いうんですか、入札に対処する方法である、こういうことに

なれば、これほど皆、ガラス張りで、そして、あなたの入れていただく十数社相手に

入れていただいておる。だから、やっぱりこれはいただきたくないとか、これは行き

たい、これは行きたくないといったら札を入れられませんし、行きたいというときは

札を入れます。これは指名競争入札と違って３社を切れても落札できます。だから、

そういうことで今、全て該当していますから、その条件全てクリアされていますから、

不執行ですよということは断定もできませんし、先ほど言いましたように、そのうち

の安い範囲内で入れられている。その範囲外だったら別ですよ。範囲内だったら落札

者と認めて、そして契約の方向へ進めていくと、こういうことですので、その点、ご

理解いただきたいということでお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 長い質問になりましたが、入札参加業者を２社じゃなく、もう少し１,０００点と

いうやつを９００点にしたら何社来るのか、９５０点にしたら何社来るのか、やはり

２社じゃなく、３社じゃなく、最低５社、６社で、その中で適正に競争していただい
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たら９６.６％というような数字にはならないと思います。１００点の差では、そん

なに悪い業者もいないと思います。やはりその辺、もう少し考えて、大事な税金です

から、納税意欲をなくさないような入札をしていただきたいと思います、だんだんだ

んだん納税意欲がなくなってきますから。そういうことです。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第２９号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理設備・監視

制御設備工事請負契約の締結について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第２９号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処

理設備・監視制御設備工事請負の契約については、原案のとおり可決されました。  

 日程第６、議案第３５号 和束町過疎地域自立促進市町村計画の変更についてを議

題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第３５号の提案理由を申し上げます。 

 過疎地域自立促進特別措置法第６条の規定に基づき、和束町過疎地域自立促進市町

村計画を変更したく、提案させていただいた次第でございます。 
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 ご審議の上、ご承認を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 それでは、議案第３５号のご説明を申し上げます。 

 議案第３５号 

和束町過疎地域自立促進市町村計画の変更について 

 和束町過疎地域自立促進市町村計画を変更したいので、過疎地域自立促進特別措置

法第６条の規定に基づき、議会の議決を求める。 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次ページ以降に変更後の市町村計画全文を載せさせていただいております。下線部

分が変更部分でございます。議長のお許しを得ておりますので、本計画のあとの新旧

対照表によりましてご説明申し上げます。 

 新旧対照表につきましても三つに分かれておりまして、目次部分と本文の部分と、

あと、表の部分ということでございます。横長になっております。 

 まず、目次の部分でございます。 

 今回の大きな変更につきましては、平成２８年度に作成をさせていただきました和

束町の公共施設等総合管理計画との整合を図るものということで、それぞれの項目に

つきまして、その文言を掲載させていただいたというところでございます。 

 初めは目次でございますので、公共施設等総合管理計画等の整合をつけ加えました

結果、ページにずれが出てきておるというところで変更させていただいたというとこ

ろでございます。 

 何枚か飛ばさせていただきまして、次、本文の新旧対照表でございます。 

 Ⅰの基本的な事項ということで、６ということで公共施設等総合管理計画の整合を
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図らせていただいております。 

 次のページでございます。 

 Ⅱの産業の振興、Ⅲの交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進、Ⅳの生

活環境の整備、Ⅴの高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進、それと、Ⅵの医療の確

保につきましては、それぞれ公共施設等の総合管理計画の整合を追加させていただい

たことによるものでございます。 

 このⅥの医療の確保の中で一つつけ加えが、すこやかエンジェル基金の積立事業、

これを追加させていただいたというところでございます。 

 以下、Ⅶの教育の振興、それと、Ⅸ集落の整備、XIその他地域の自立促進に関し必

要な事項ということで、これにつきましても公共施設等の総合管理計画の整合を追加

させていただいたというところでございます。 

 三つ目の新旧対照表でございます。 

 表の部分でございます。 

 この中でおめくりいただきまして、自立促進施設区分の産業の振興、事業名で観光

又はレクリエーションの中で和束運動公園駐車場等周辺整備事業、事業実施主体：和

束町を追加させていただいております。 

 それと医療の確保の（２）その他ということで、すこやかエンジェル基金の積立事

業、事業実施主体は和束町ということで追加させていただいております。 

 それと、６．教育の振興ということで、学校教育関連施設の中の和束小中学校トイ

レ改修事業、事業実施主体：相楽東部広域連合ということで追加させていただいてお

ります。 

 次のページ以降に財源の内訳を挙げさせていただいております。 

 おめくりいただきまして、先ほど申し上げました和束運動公園駐車場等周辺整備事

業でございますけれども、これの事業費をのせさせていただいております。概算事業

費４,６３５万１,０００円でございます。このうち地方債で４,６３０万円、全て過
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疎債ということで、一般財源５１万円ということでございます。 

 小計は今の部分を追加した部分の修正ということになっております。 

 ちょっと進めさせていただきまして、５の医療の確保でございます。 

 （２）その他ということで、すこやかエンジェル基金の積立事業でございます。概

算事業費が１,６５０万円、全て過疎債を充てるということで計画しております。 

 小計は、この部分の追加の部分の変更でございます。 

 それと、６の教育の振興でございます。 

 学校教育関連施設ということで、和束小中学校の空調設備整備事業でございます。

概算事業費が１億７６４万７,０００円でございます。 

 財源の内訳といたしまして、過疎債で１億７６０万円を計画しております。一般財

源４万７,０００円ということでございます。 

 それと、和束小中学校のトイレの改修事業でございます。３,１３５万３,０００円

の概算事業費でございます。そのうち過疎債で３,１３０万円、一般財源５万３,００

０円という形で計画をしておるというところでございます。 

 小計につきましては、この追加の部分の額の変更でございます。 

 最終ページでございます。 

 今回の変更後の総計につきまして、概算事業費につきましては３７億５,６３７万

１,０００円となります。 

 財源の内訳といたしまして、国・府支出金が１０億７,５５６万９,０００円、地方

債が１７億８,２５０万円、そのうち過疎債が１４億５,６８０万円、その他特定財源

で１億８,６１２万円、一般財源で７億１,２１８万２,０００円となっております。 

 うち過疎地域自立促進特別事業分ということで、概算事業費につきましては２億６,

３１０万円、国・府支出金が２,１３６万８,０００円、地方債が２億２,６３０万円、

全て過疎債でございます。 

 ソフト事業分とか基金の積み立て分という形で挙げさせていただいております。お
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目通しいただきたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、少し質問をさせていただきたいと思います。 

 今回の（仮称）自立支援促進の変更ということでございますが、本年の３月に和束

町も公共施設等総合管理計画を出されました。今、国によっては本当にたくさんの支

出を各自治体が抱えながら、これをどう維持していくか、管理していくかということ

で莫大な費用がかかります。そういったところで、和束町もこの計画を見ますと、本

当に四十幾つの施設があるということで、存続させるもの、また統合させるものとい

った感じでそういうことが計画をされました。 

 その中で、何が厳しいかといいますと、やはり昭和５０年、６０年代に建てた建物

がほとんどであると。そういった中で、これから本当に耐震とか、いろんな形のもの

も必要になってきます。そういったとこで自主財源もないし、これをどうするのかと

いうようなことからこういう計画も必要ではないかというふうに思うんですが、これ

を全部やると、先ほど説明がありましたように、３７億円なりかかるということで、

これをこれから５年間かけてどういった方向で優先順位を決めたり、多岐にわたって

おりますので、その辺のお考えはどのように進めていかれるのかお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地方創生担当課長。 

○地方創生担当課長（草水清美君） 

 ただいまのご質問の件でございます。 
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 和束町の公共施設等の総合管理計画、ご存じのように、２８年度で事業実施させて

いただきました。施設につきましては４８施設ございます。インフラ施設の道路橋り

ょう、簡易水道、下水道ですが、これらのインフラ施設につきましては、延床面積と

かはなくて、そのまま長寿命化を図って、現在の状況を維持しながら、安全点検を図

っていきながら長寿命化を図るわけなんですけれども、４８施設につきましては、同

じ施設をこのまま保有するというのは財政的にも非常に困難です。現状では人口減少

というのは続いておりますので、現状の現況を勘案した中で、今後どうするかという

のが一つの大きな計画の中身となっております。 

 その中で直近で申し上げましたら、診療所、それから社会福祉センター、複合施設

でありましたり、あるいは老人福祉センターも建っておりますが、そういった三つの

施設を一つにして、延床面積を縮小しながら、同じような内容のサービスを確保する

という、そういう計画をしないといけないというのが今後になろうかと思っておりま

す。 

 それから、あわせまして、耐震化ができていない施設、体験交流センター、社会福

祉センターもそうですが、まだ未実施の保育園もそうです。ご質問を以前にもいただ

きましたが、２８年度で計画しておりました保育園の耐震というのも直近の課題であ

ると思います。 

 この計画はあくまで全体的な考え方を示すものでございます。長寿命化を図ってい

く、それからニーズ調査をしながら今後の施設のあり方を検討していくという考え方

を示したものでございますので、各施設ごとの個別計画というのは、今後、２９年度

以降にそれぞれ計画を策定してまいりまして、その個別計画をもとに国・府の補助金、

あるいは地方債の借り入れをさせていただくと。 

 この計画がもとで解体する場合につきましても、解体に係る地方債も発行すること

も可能になっておりますので、この計画をもとにして、今後、随時、施設ごとに事業

の更新、それから集約化、複合化を図っていきたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 この基本的な事項の中を見ますと、９項目にわたって記載されております。この中

で少し質問したいんですが、４の生活環境の整備、その対策の中で、「共同浴場は、

利用者のニーズを調査、把握した上で、公の施設としての必要性を検討する」という

ふうにございます。これはどういう方向で進めていかれるのか確認をしたいと思いま

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 

 竹内議員の質問に答弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、和束町共同浴場でございますが、昭和５１年に完成された施設でございます。

約４０年が経過しておる施設で、一度改修ということで、平成７年から８年にかけま

して大規模改修を実施させていただきました。 

 現在のところの利用者でございますが、１日平均９０人から１２０人ぐらいの利用

で推移をしておるところでございます。特に１２０人程度というのが、お茶の時期で

５月から８月にかけまして援農で支援をしていただいている若い子が疲れを癒しに浴

場に入ってきているという状況でございます。 

 私につきましても、月に２回程度利用させてもらっておるわけなんですけども、実

際、お家にお風呂がないお宅があるんですね。私の試算でございますが、２３軒程度

ございます。うち８件につきましては公営住宅の中でお風呂の設備がないというとこ

ろで、その人数を勘案しますと、約４０人ぐらいになります。実際、家にお風呂があ

っても共同浴場を利用されている方が６０人程度おると。内訳を見ますと、おひとり



― 110 ― 

暮らしの高齢者の方が中心でありまして、家でお風呂をたくよりは、みんなと一緒に

楽しくお風呂に入りたいということで共同浴場を利用されているという状況がござい

ます。 

 やはり高齢者に優しい町ということで、一定、１年間に約９００万円から１,００

０万円ぐらいの赤字が出ておるわけなんですけども、そういう高齢者の癒やしの施設

ということで、今後も動向を見ながら、一定、浴場の利用料金につきましては、値上

げも含めて検討してまいらないといけないと考えておりますが、そういう状況でござ

いますので、維持をしていくという方向で考えている次第でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 わかりました。非常に高齢化率は高い町でございます。今後もやはり５０なり６０

になるかもわかりません。そういったときに、高齢者が生きていくまちということも

一つは大きなテーマであるというふうに私自身は思っておりますので、その辺もしっ

かりとアンケート調査をするなり、いろんな方法で検討していただきたいと思います。 

 それから、もう１点だけお聞きしたいんですが、医療の確保のところですこやかエ

ンジェル基金積立、これは先ほども答弁いただきましたが、当初２３年度からスター

トいたしまして３,０００万円の基金を積んでいただいたと思います。今回、１,６５

０万円ですか、そういったところで、これはどれぐらいの期間この金額でいけるのか

ですね、今まで約５年間で３,０００万円が償却しようとしているわけで、枯渇しよ

うとしているわけですが、これは見通しとしては約何年間ぐらいというふうな思いで

いらっしゃるのか、その辺を確認したいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地方創生担当課長。 

○地方創生担当課長（草水清美君） 
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 ただいまのご質問の件でございます。 

 当初２２年度に過疎の適用を受けまして、２３年度からすこやかエンジェル基金と

いうのを開始させていただきまして取り崩してまいりました。今年度また新たに１,

６５０万円ということで計画させていただいております。これは平成３２年度まで計

画的に取り崩させていただくということで、来年度の予算から２９、３０、３１、３

２年の４年間でこの１,６５０万円を使わせていただきたいということで考えており

ます。 

 今までの過去の執行状況、取り崩しの状況を勘案した中で１,６５０万円というこ

とで借りられる限りのソフト事業ということで予算を措置させていただきたいと思っ

ております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 わかりました。 

 あとは社会福祉センターと総合医療福祉センター、診療所との併設をしたもの、そ

こに老人福祉センターというふうな声もございました。これは明記されたのは、計画

として初めてではないかというふうに思うんですけれども、きちっとここに明記をさ

れたということはしっかりと過疎計画の中で進めていこうという、そういう姿勢であ

るなというふうに受けとめさせていただいております。 

 この過疎計画の今後の計画ですね、今後の国の動き、そういったものが大きく影響

してくるんではないかという、そういう心配もございますが、今のところ３３年まで

は指定をいただいていると言えますが、その後についての見通しについては、町長、

どのように思っておられますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 ２２年から始めたときにも、この過疎債というのを新しく認めるべきだと。それま

ではなかなか新しく認めてこなかったんですが、そういう延長の中で認められてきた

という中で、和束町も入れていただいた。 

 これは今のところ、過疎地域というのは非常にふえてきております。この過疎地域

の振興というのは国にとっても私は大事だと思っております。当然、これは強く私ど

もの立場で存続を要望していかなきゃならない、そういう立場であります。これは時

限で決められているわけなんですが、延長はあるものと信じて今は進めております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、私のほうからも、若干重なることもあると思うんですけども、幾つかお

聞きしたいと思います。 

 先ほど来ありますように、今回の計画変更の中心点というのは、公共施設等総合管

理計画等の整合ということで、どの分野についてもそれが組み込まれております。そ

れで、個々の公共施設のあり方については、今後、個々の計画もつくっていくという

ことですので、私はそれで今後また議論もしていきたいと思うんですけども、今、お

話にありました、とりわけやはりいわゆる保健センターのようなといいますか、福祉

センター、診療所、また老人福祉センターと先ほど言われましたけども、複合的な施

設ということの整備をこの５年間も進めるというふうには書いていただいております

けども、ただ、やはりこれもこの５年の間でどこまで具体的な進捗を見るのかという

ことが大変大事だと思うんですね。 

 どの施設もとりわけ診療所、福祉センターというのは施設的に見れば大変老朽化し
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ておりますし、この５年間でどの程度また進むかということもあります。そういう点

では、とりあえずいつかできればということではなくて、この５年間のところで、ど

こまで具体的にここに明記されている複合的な施設を一定計画の遡上にのせていくの

かということが大事じゃないかと思っているんですけども、その辺の今後のこの５年

間の具体的な進捗を進める上での体制的な問題や、また検討の方向というのは、もし

現段階でわかれば説明いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 まず、この施設の統合に向けて、そういう統合構想についてお諮りをしていくとい

う住民との協議も一定必要だろうと思っております。一定の構想ができ上がりますと、

それに基づいた計画を推進すると、こういうことで進めてまいりたい。そのために一

番さきにどういうものをつくろうかという、知識のある皆さん方にも入っていただい

て、その構想の内容をまず早急に、新年度明けてもそれに取り組んでいきたいと、こ

ういう思いで、今、取り組んでいるところです。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、一定その具体的な住民も含めて、中身について検討を進めたいというお話があ

りました。もちろん施設が老朽化するということに対する対応として、そういった複

合施設が必要だという面もそうなんですけども、やはり一番大事なのは、決算のとき

にも少し触れましたけども、どういう目的でどういう内容の施設をつくるんであれば

必要なのかと。つくった場合に、そこでどういうサービスというものを提供できるよ

うなものにしていくのか、それを動かす上でどういうスタッフが必要なのか、そうい

ったことも含めて、かなり総合的な検討が必要だというふうに思うんですね。そうい
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う点では、今、言われた住民を交えてということもそうなんですけども、まず、役場

内のいわゆる関係諸課もそうですけども、一定、そういうワーキンググループも含め

てですね、具体的な体制の中で方向性をつくっていくということが必要な時期になっ

ているんじゃないかと思うんですけども、その辺、もう一つ踏み込んだ体制的な取り

組みはどうでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 こうした事業の推進というのは、今、言われますように、一定、行政的な考えに基

づいていかなければならない。方向と時期とかいろんなことがありますので、まずは

その案というものは立てていかなきゃならないわけなんですが、その案に基づいて広

く検討していただく機会を設けて構想を立ち上げる。そして、その計画に基づいて進

めていくというのが大事だと思っておりますので、当然、何も検討なしに全て住民に

お任せとか、そういうことにはならないということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 過疎計画ができたときからこの複合施設といいますか、表現はいろいろと若干変わ

っている部分もありますけども、保健センター的な施設の整備というのは明記はされ

ていたんですけども、なかなか具体的に進んでいかないという状況がありますので、

そういう点では、ぜひこの５年間の計画の中で、一定、目に見える形での振興をお願

いしたいというふうに思います。 

 それと、もう１点、先ほど若干ありましたが、いわゆるエンジェル基金の関係で、

来年度からの経費についてそれを使っていくという方向で今回計上いただいたという

ふうに答弁がありました。 
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 この間、この９月議会の中でさらなる医療費の助成についての拡充を早期に実現を

していきたいというご答弁がありました。これは大変大事なことだと思うんですけど、

ただ、具体的な時期についてはまだ言明はいただいてないんですけども、やはり今の

段階で早期というふうになればですね、少なくとも来年度当初からの実施ということ

が想定もできると思いますし、また、内容についても、現在、中学生までいわゆる自

己負担なしでですね、窓口負担なしで対応いただいているということでしていただい

ていますけども、引き続き、そういった中身を時期の拡充についても引き継いでいた

だきたいというふうにも思うんですけども、その辺、一定の方向性について答弁いた

だけますでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 中学生までの医療費の無料化、こういうことでありますが、もう少し内容を詳しく

すると、窓口で１人２００円とか３００円、何も払わなくてやっているというのはこ

の和束町であるわけです。医療費の無料化をやらせても、個人的に負担をとっておら

れるところがあります。和束町は一番進んでそういうことはやってない。 

 ただ、今ありますように、今回の議会でも話が出ておりました中学生の医療費をも

う少し高校生まで無料化を拡大してほしいと、こういった議員の皆さん方の強い熱望

というのが今も出ておりましたし、前々からそういう審議もされておりましたし、岡

本議員もそういうことを指摘はされていたわけであります。そういうことを含めてい

ろいろありますが、今回のときに近隣市町村、井手町もやってこられています。こう

いった大きな流れにあります。 

 今、国のほうでもあさってから解散されるようで、子育てというのは非常に重点を

置いているという状況もありますので、これは私にすればですね、今、この時期を逃

したくないということで何とか進めておると、そういう意味の答弁で、この間、早期
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ということでさせていただきました。まだ財源的な裏づけはきっちりしておりません

ので、そういうことを申し上げましたけども、こういう流れからいいますと、非常に

大事な時期に来ているということで、それは私どもも大きな決心の中で進めていくべ

き内容だということを過日の竹内議員の一般質問にお答えをさせていただきました。

あの答弁のとおり、重きを置きながら進めてまいりたいと、このように思いますので、

ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこは、一応、早期にという点でいえば一定想定される時期もありますので、せっ

かく和束町として他の自治体に先んじて充実した中身というもの、いわゆる窓口負担

なしということで、そういう点については大変誇るべき内容だというふうに思います

ので、そこの部分を損ないような形でぜひ検討をしていただいて、早期に実施のほう

をお願いしたいというふうに思います。 

 最後にもう１点だけ、今回の中でいわゆる教育の関係で小中学校のトイレの改修に

ついてもこの中に位置づけられているわけですけども、これは確認なんですけども、

いわゆる小中学校、特に小学校等は洋式化については大変おくれております。かなり

トイレの数は多いんですけども、その中で実際に洋式化されているのは本当に一部と

いう状況にあります。その中で、それをずっと全部洋式化していくということであれ

ば一気にいかない面もあるとは思うんですけども、一定、この５年間の計画の中で計

画的に改修のほうを進めていただけるというふうに考えてよいのかどうか、その辺、

答弁をいただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 計画を挙げさせていただいております。なるべくこういう方向で進めてまいりたい

と、このように思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、１５ページ、私のほうからは農業関係が主になるんですけども、これに

よって質問させていただきたいと思います。 

 この中で産業のプログラムのところでこれ以上ない政策の方向で文書が書かれてお

ります。しかし、これは高収益農業の生産構築、担い手後継者、就労者の育成、ほか

に本当にやらなきゃならないことなんですけども、これは村づくりを進めると書いて

いますけども、じゃあ、誰がやるのかという、これが非常に問題と思うんですけど、

この点についてはどのようにお考えですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 誰がというか、現在もやはりこれに向けて進めているところでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 私もこの前の一般質問の中で提案をさせていただきました。誰がというところに私

はこだわっているんですけど、毎年、こういった提案をいただきながら、非常に消化

不良というような形で終わっているわけなんですけれども、やはり最新の技術を勉強

し、習得した方々、そういう人たちを職員の中に一つの専門部門をつくられてそこで

技術指導なり、あるいは今の高収益がどうなっているのかとか、そういったものを追
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及されるプロの方を養成、あるいは職員として迎え、一つの農業施策の中心になって

やっていただきたい、このように思っているわけなんです。 

 例えばですね、出品茶対策一つとりましても、今、和束町では毎年出品されており

ます。南山城村とか他町村でも何十点か、同じような点数を出品されています。しか

し、この中で結果を見てみますとね、やはり和束町が他町村の応援団になっています。

このような感覚を持っております。 

 但馬さん以来ですね、数十年、上位入賞というものが見込めない。これは何が原因

なんだろうと。やはり栽培の技術、あるいはテクニックが必要な新芽の成長に従った

被覆をどのような時期にしていくのか、あるいは肥培管理、それは皆、農村任せにな

っている状態なんですね。やはりそういったことの細かな技術指導というものを徹底

してやっていかないと、出品茶対策一つとっても上位入賞はこれからも地域の応援団

に終わってしまうんじゃないかと、このように危惧を持っているわけなんです。だか

ら、そのようなところで大きなメスを入れていくというのも非常に大事なときである

と考えておりますので、その点についてお考えをいただきたい。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 一つには、ここで過疎債とか、いろんな計画の中には、農村づくり、地域づくりと

いう観点で必要なもの、和束町、また受益者とか、そういう形で事業をなるべく入れ

たいということで計画には入れております。 

 もう一つ、今、言われたように、農村づくりの中に茶業振興のこと、それに加えて

茶業の出品者の話をされました。ご案内のとおり、まず、農村づくりは、和束町とし

て行政としてやる場合もあります。そして、農家の組織は農協がやる場合があります。

そこの行政のときの和束町がやるというよりも、普及しようというのは京都国・府が
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設けておりまして、そして普及する。そして、専門的な、支援的な施設も持っている

と。これが今の体制であります。 

 その出品については、正直なところ、これは和束町主催じゃなしに農協の生産協議

会ですね、その中で取り組んでおられる。農協と和束町が一緒になりながらやってい

こうという取り組みをしてまいります。 

 補助金についてでも和束町が大きく上げれば、今、１００万円ほど上げたんですけ

ど、１００万円上げたら農協も上げる。当初５０万円と２０万円か３０万円だと。と

ころが、和束町が倍にしたら農協も上がるだろうというのが、農協と同じ金額だった

んですけども、このごろ和束町は１００万円だけど、その半分だとか、その辺の食い

違いが出てくると。そういう意味では、もう少し農協にもお願いして、やっぱり農協

と一緒になって出品対策というのは考えていって、京都府生産協議会主催ですので、

その中の和束町生産協議会が中心になって出品茶対策協議会を設けておりますので、

そういったところの活動を、今、言われたように、もう少し頑張っていかないといけ

ないというのが１点あります。 

 それともう一つ、ご案内のとおり、和束町の生産時期の問題がありますね。南山城

村というのは少しおくれております。和束町というのは、茶の入札の市のときに出品

茶をやらなきゃならなく、重なってまいります。そのときにほとんど入札に和束町の

お茶が１００％と言っていいほど、９９占めている状況で、そちらに重点がかかって

いく。 

 最近、気候の変動で今までのようにやれてないということで、非常に苦労しており

ます。ここのところは出品のほうもお願いしますということで、今、言われたように、

和束町ももっと働きかけていかなきゃならんなという課題は残っておりますが、この

基盤として非常にやりにくい。ところが、今、南山城村と言われましたけど、南山城

村は少しおくれて旬に入ってきますから、うちが入札に出すちょっとあとぐらいに出

品に対しての対策ができると、こういうことであります。 
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 特に機構的な面が温暖化された中で変わってきたというのが非常に厳しい問題があ

る。しかし、それに甘えず、今、岡田議員が言われましたように、ここが和束町のブ

ランド力を高めていくということですから、ここは町としても出品にもう少し出して

くださいねと。出す以上は賞を狙って、産地賞をとってもらうように、これは努力し

なきゃなりませんし、でき得れば、これについては農家の関係者全部が、やっぱり大

事だというところでご協力いただきたいなと。 

 正直なところ、ここ十七、八年ほど産地賞をとれてませんので、ここを何とか私も

とらせていただきたいという思いがありますので、この辺のお力添えを逆にいただき

たい。和束町もこれについてはどこに問題があるか明らかになれば、改善してこれに

取り組んでいきたいと思いますので、今、申し上げた課題というのはつかまえており

ますが、もう少し何かが不足だろうというように思っておりますので、その改善に向

けてご協力をひとつよろしくお願いいただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今の町長の答弁につきましても、やはり地域的な温度のこととか、あるいは農協さ

んとかという形で、一歩退いたような考え方のスタートはだめです。 

 私は去年出品させてもらいました。ことし、村山議員も出品されました。その中で

何が不足かというと、小回りのきく技術指導がないんです。だから、言いましたよう

に、出品茶するって手を挙げて登録されますね。登録されたら、やはりそれなりの圃

場、いろんな圃場がありますから、それに対してどういう対策をするべきか。それは

農家任せでなくて、先ほどおっしゃったように、入賞するんだという前提に立てば、

やはりそれだけの気構えと誰が補助していく、その一つの考え方をちょっと訂正して

いただかないと、これからの優勝もなかなか望めない。 

 そして、一般質問の中でこの前、最終的に時間がなかった反論できなかったんです
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けれど、分室みたいなところをつくって人を置いてくださいと提案しますよというこ

とで申し上げたところ、担当課長は、今、おっしゃったように、農協の職員がおられ

ます、振興局の職員がおられます、京都府がおられます、こういう答弁をされた。私

はそんなこと十分わかっているんです。しかし、そこでもう一歩踏み込んでやるんだ

というところを地域として、茶源郷和束として手を挙げて、大きく日本にアピールし

ているんですから、その中でいつまでも応援団でいるのはいかがなものかなと。  

 ただ、個人の農家の所得が上がることはもちろんいいんですけれども、やはりみん

なで地域力を盛り上げる一つの方法が出品茶の対策であろうと。そのためにやっぱり

努力してもらわなね、官民一体となって進めていかなきゃならない。そのための提案

をさせていただいたんですから、その点について十分お考えいただきたいと。  

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今、大事なご指摘をいただいておるんですが、実態は抜けているんじゃなしに、現

状は営農指導というのは重要だという観点からですね、だから、ご存じのように、昔

の中では営農指導員というのが農協の中にもおられましたね。そして、今、営農指導

という今回やっておりますのは、普及所からものモミから全部指導に当たっておりま

すね。そういう役割分担でやっておりますから、これはその役割ということでお任せ

じゃなしに一緒になってやっていくと。これは今までから協議会というのを設けまし

た。その協議会の意向を受けて、出品茶の方が皆、集まっていただいて、その出品茶

協議会を結成して、そこの声を大にしながら相談に乗らせてもらったり、ことしの方

針はどう行きましょうね、そこでもし和束町で営農指導員を置きなさいという声が多

くなるのであれば、一応、行政上、営農指導員というのはもっと行政的にですね、そ

れを専門的なところへお任せというのがどこの市町村も置いております。これは当然、

産地賞をとっておられる南山城村も営農指導員さんというよりも、営農指導の担当業
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務がおります、職員は。しかし、今、言うように、専門職というのはなかなか置けて

ない。 

 ただ、今、言われたように、専門職に近い知識を身につけていく。今まで役場とい

うのはそういう努力をしてきました。そういう努力はこれからもしていかなきゃなら

ない。 

 今、言うように、お茶の振興の地域ですので、役場の職員といえども、その知識を

つけていかなきゃならないという意味では大事だと思っておりますが、向こうに任せ

ているんじゃなしに、そういう組織でもって当たっているということだけご理解をひ

とつよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第３５号 和束町過疎地域自立促進市町村計画の変更について、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３５号 和束町過疎地域自立促進市町村計画の変更については

原案のとおり可決されました。 

 日程第７、諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議

題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 諮問第２号の提案理由を申し上げます。 

 本町に置かれてます人権擁護委員３名のうち飯田妙子さんが平成２９年１２月３１

日付で任期満了となります。つきましては、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り意見を求めるものであります。 

 ご同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 人権啓発課長。 

○人権啓発課長（井上順三君） 

 それでは、諮問第２号につきましてご説明を申し上げます。 

 諮問第２号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいから、人権擁護委員法第６条第

３項の規定によって議会の意見を求める。 

記 

  住  所  和束町大字園小字下出３９番地 

  氏  名  飯田妙子 

  生年月日  昭和２４年１０月１９日 

                         平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 提 出 

                         和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次のページでございますが、飯田さんの略歴書をつけさせていただいております。 

 それでは、飯田妙子さんの経歴等についてでございますが、若干ご説明をさせてい

ただきます。 

 飯田さんは、昭和４５年３月に東大阪短期大学幼児教育学科をご卒業され、昭和４

５年４月に私立聖光幼稚園に勤務をされました。その後、昭和４７年４月からは、和
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束町役場に保育士として勤務をされ、平成１９年３月に和束保育園の園長として退職

されるまで３５年間の長きにわたり保育士としてご尽力をいただきました。 

 また、人権擁護委員の関係につきましては、平成２０年１０月１日より法務大臣の

委嘱を受けられ、人権擁護委員として現在まで３期９年を歴任していただいておりま

す。 

 人権擁護の豊富な経験と人権問題に対する深い理解、さらには温和な人柄で住民の

方々からの信望も厚く、今後においても活発な活動が期待できる適任者であると思わ

れます。 

 以上のことより、飯田妙子さんを再度推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、今回諮問させていただいた次第でございます。 

 どうかご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ただいま説明がありましたように、本件についてはご理解いただけたものと思いま

す。 

 この際、質疑・討論を省略し、諮問されたとおり、異議のない旨を答申したいと思

います。 

 これにご異議ございませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては

諮問されたとおり、異議のない旨、答申することに決定いたしました。 

 日程第８、発委第２号 子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の制

度化を求める意見書を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 総務厚生委員長、竹内きみ代議員。 

○総務厚生委員長（竹内きみ代君） 
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 提案理由を申し上げます。 

 発委第２号 子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の制度化を求め

る意見書についての提案理由を申し上げます。 

 近年、子供の貧困問題や少子化の進行が社会問題化し、全ての若い世代が安心して

子供を産み育てられる環境を整備することが喫緊の課題となっています。そこで、国

は、来年度から子どもの医療費助成については就学前までに限り、国庫負担金の減額

調整措置を廃止する予定で一歩前進しましたが、今後、全ての子供を対象とする医療

費助成が望まれることから、今回、本意見書を提案するものです。 

 それでは、別紙を読み上げさせていただきます。 

 発委第２号 

      子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の制 

      度化を求める意見書 

 上記議案を別紙のとおり会議規則第１４条第３項の規定に基づき提出します。 

 平成２９年９月２６日 

                提出者 総務厚生常任委員会委員長 竹内きみ代 

 和束町議会議長 岡田 勇様 

      子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の制 

      度化を求める意見書 

 子供が病気やけがで医療機関を受診する場合の自己負担は、医療費の３割（小学校

入学前は２割）である。この負担が、アトピー性皮膚炎やぜんそくなどの慢性疾患で

継続的な治療が必要な子供のいる家庭においては非常に重い負担となっている。急な

発熱時に手元に現金がなく、病院で受診することができない事態は、病状が急変しや

すい幼い子供たちにとって命にかわる問題であります。 

 本町では、厳しい財政ながら、子育て支援を重視し、子どもの医療費助成を中学校

卒業までに拡充し、入院、通院とも無料にするという先進的な取り組みを行ってきた
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ところであります。このような子どもの医療費の助成が所得に関係なく、全ての子供

の健康を守る上で大きな役割を果たしています。 

 経済的負担の軽減により、病気の早期発見・治療が可能となることから、重症化を

防ぎ、医療費の抑制効果にもつながっていることは明白であります。しかしながら、

国は、独自に医療費助成をしている自治体に対し、国民健康保険の国庫負担金の減額

というペナルティを課し、子育て支援の取り組みを妨げています。 

 本町のような少子化や人口減少に悩む自治体にとって、子育て世代を応援する医療

費助成は必要不可欠であります。ペナルティがこれらの自治体の子育て施策の安定的

な継続実施への障害となり、子供の生活環境の地域間格差は広がるばかりであります。

どこに生まれ、どこに住んでも、子供は等しく大切に育てられるべきであります。  

 よって、子どもの医療費助成を現物給付した市町村の国民健康保険国庫補助金の削

減（ペナルティ）を廃止し、さらには１８歳までの医療費助成制度を早期に創設する

ことを強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。 

 平成２９年９月２６日 

 衆 議 院 議 長  大島 理森 様 

 参 議 院 議 長  伊達 忠一 様 

 内 閣 総 理 大 臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

 総 務 大 臣  野田 聖子 様 

 厚 生 労 働 大 臣  加藤 勝信 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発委第２号 子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の制度化を求め

る意見書は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、発委第２号 子どもの医療費助成への「ペナルティ」を廃止し、国の

制度化を求める意見書は、原案のとおり可決されました。 

 日程第９、発委第５号 国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書を議題とい

たします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第５号 国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書の提案理由を申し上げ

ます。 

 国民健康保険制度は、国保法第１条で規定されているとおり、単なる支え合いの制

度ではなく、憲法２５条に基づく社会保障制度であること事や、日本の「国民皆保

険」を支えている「最後の砦」としての役割を果たしている、その重要性からも、本

来、国が責任を持って制度の維持、充実に努めるべきものであります。 

 しかし実態は、国保財政に対する国庫負担が大幅に削減されてきたことから、被保
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険者の保険税負担が大幅に増加し、保険者である自治体の財政も厳しさを増しており

ます。このような中、国は国保運営の都道府県への一元化を進め、来年度から実施し

ようとしておりますが、その真のねらいは被保険者の負担軽減や国庫負担の抜本的増

額による制度改善ではなく、自治体が行ってきた法定外繰り入れの削減・廃止や国庫

負担のさらなる削減にあり、ますます被保険者の負担増や自治体財政への圧迫の危険

性が不安視されているところです。 

 本町では国保に加入する世帯、住民の割合が高く、安心できる制度への充実・強化

は切実な問題であり、都道府県への一元化を前に、万が一でも負担増等の不利益は許

されないとの思いを政府・国に届けるべく本意見書を提案するものです。 

 それでは、別紙を読み上げまして提案をさせていただきます。 

 発議第５号 

国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定に基づき提出します。 

 平成２９年９月２６日 

                     提出者  和束町議会議員 岡本正意 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 

国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書 

 国民健康保険制度は、国民の命と健康を守る「最後の砦」として、国民皆保険を支

える重要な役割を担っています。また、国民健康保険法第１条において「この法律は、

国民健康保険事業の健全な運営を確保し、もって社会保障及び国民保健の向上に寄与

することを目的とする」と明記されており、国民健康保険制度は憲法２５条で規定さ

れている「生存権」を保障する社会保障制度の一つです。 

 一方で、国民健康保険制度は、加入する被保険者が農家や自営業者を初め、年金生

活者や失業者など経済的に不安定な階層が多くを占めていることから、その構造上、

国の適切な財政支援を抜きにしては安定した運営が困難な状況にあります。和束町に
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おいても被保険者の多くを低所得層で占め、軽減措置の対象となっている実態があり

ます。にもかかわらず、国が財政支援を減らし続けた結果、保険税の高騰とともに滞

納者の拡大を招き、保険者である自治体の負担も大きく圧迫する事態となっています。 

 このような中、来年度から国民健康保険の運営を都道府県単位に一元化することが

予定され、現在準備が進められていますが、いまだに来年度からの保険税負担がどの

ようになるかも明らかにされず、何度か実施されている試算も公表されないなど、今

後の制度設計や方向性が今なお不明であり、不安を広げています。 

 この背景には、財政負担のあり方など、国民健康保険制度の充実や強化に対する国

の方向性が不明確で定まっていないことがあります。国民健康保険法第４条には、

「国は、国民健康保険事業の運営が健全に行われるようにつとめなければならない」

とその義務を明確にうたっています。 

 国におかれてはこの法の趣旨を踏まえ、都道府県への運営の移行によって保険税の

値上げや保健サービスの後退、自治体財政への圧迫等が決して起こらないよう、国庫

負担の確実な配分、増額を行い、制度の充実、強化に責任を持って取り組まれること

を強く求めるものです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、本意見書を提出します。 

 平成２９年９月２６日 

 内 閣 総 理 大 臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

 厚 生 労 働 大 臣  加藤 勝信 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第５号に賛成の立場から討論をいたします。 

 「国民皆保険」を支え、全ての国民の命と健康を守る「最後の砦」としての国民健

康保険制度は、今、大きな困難を抱え、岐路に立っております。ここまで国保制度を

疲弊させ、財政的困難に陥れている最大の原因と責任は国にあります。 

 意見書にもあるように、国保はもともとから、経済的に困難、もしくは不安定な階

層が多くを占める保険であることから、他の社会保険等とは違い、国の適切な支援を

抜きにして安定した運営が成り立たない制度です。にもかかわらず国庫負担を大幅に

減らし、負担能力の低い被保険者や自治体に負担を押しつけてきたことが、本来なら

国民の命と健康を守る砦であるべき国保を、逆に、命と健康を脅かす脅威にまでおと

しめたと言えます。 

 国保制度が社会保障制度として本来の役割を果たすには、国が法の趣旨を踏まえ、

その責任をしっかり果たす、具体的にはふさわしい財政負担を行う以外にありません。

その意味からも、来年度から予定されている都道府県による一元化は国保の根本的な

改善、強化にはつながらない危険性が大きいと考えます。それは、単に運営主体を都

道府県に一元化しただけでは何も解決できませんし、どのような運営になっても国が

ふさわしい負担をしなければ安定した運営は望めないからであり、都道府県化で国が

ねらっている法定外繰り入れの縮小・廃止や、さらなる国庫負担の削減が仮に実行さ

れれば、今、以上に保険税負担が重くのしかかり、ますます国保運営は困難になると

ともに、被保険者の命と健康を脅かすことは明らかだからです。 

 そのような事態は絶対に許されませんし、避けなければなりません。そのためにも
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国が責任を持って国保制度を支え、ふさわしい財政支出を行い、充実・強化に真剣に

取り組むことを強く要求し、本意見書に対する賛成討論といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第５号 国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書は、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第５号 国民健康保険制度の充実、強化を求める意見書は否決さ

れました。 

 日程第１０、議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 会議規則第１２７条の規定により、お手元に配付の議員派遣予定表のとおり議員を

派遣することにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣については、お手元に配付の議員派遣予定表のとおり、派遣

することに決定いたしました。 

 日程第１１、委員会の閉会中の継続審査・調査についてを議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付の申し出一覧表のと

おり、閉会中の継続審査・調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、委員会の閉会中の継続審査・調査に付することに

ご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付するこ
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とに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会に付された事件は全て議了いたしました。 

 よって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 平成２９年第３回和束町議会の定例会が閉会されるに当たりまして、一言お礼のご

挨拶をさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、和束町から提案させていただいた全議案につきましてご承認をいただ

きまして本当にありがとうございました。 

 ご案内のとおり、和束町は今、多くの行政課題を抱えております。どうかこれから

も議員各位の一層のご指導、ご協力、またご理解を賜りますことを切にお願い申し上

げまして、甚だ簡単でございますが、閉会に当たりましての御礼とお願いのご挨拶と

させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 これをもちまして、平成２９年和束町議会第３回定例会を閉会いたします。 

 本日はご苦労さまでございました。 

午後４時３３分閉会 
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 上記議事録は、その内容を正確にして事実に相違なきことを証するため、地方自治

法第１２３条第２項の規定によって署名する。 
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